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巻 頭 言

　近年の科学の進歩はめざましく、特にＡＩ（人工知能）分野における進歩には目を見張るも

のがあります。これまでのロボットは、プログラミングされた一定の動作を休みなく行う単純

作業を担うことがほとんどでした。しかし、認識アルゴリズムを用いたＡＩを活用することで

複雑な形状の製品を、傷つけることなく運ぶことが可能になっています。また特に今年は、将

棋ソフトが公の場で初めてタイトル保持者に勝利したり、囲碁ソフトが中国人棋士との三番勝

負で３局全勝したりといったニュースも相次ぎました。このように情報処理能力に優れたＡＩ

がこれから先、数多くの仕事を行うと言われています。しかしＡＩにとって、新たに解決すべ

き問題を発見することや、介護や子育てなどの価値付けをするような仕事、手術をするかしな

いかを決定するなどの責任を伴うような仕事は難しいそうです。このような未来を想定したと

きに、これからを担う子ども達にとって、問題を発見し、それを解決する能力を身につけるこ

とが非常に重要だと言えます。

　さて、当センター主催の小中学校児童生徒理科研究発表会は今年度で66回を迎えました。理

科研究作品展も58回を迎えています。参加児童生徒は、夏休みやその前に自分で課題を設定し、

それを解決、追究するために試行錯誤を繰り返し、研究や作品を完成させます。この探究的な

学びの過程を毎年繰り返している児童生徒が身につける力は、まさにＡＩが苦手とする部分で

す。決められた課題を解決することではなく、課題設定を自分で行うこと、解決方法を自分で

選択できることに深い意義があります。このように当センターでは、児童生徒が主体的に課題

を見つけ、それを解決するための活動に長年取り組み続けています。また教員研修においても

「子ども主体の問題解決を中核とした授業づくり」を目指した研修を実施してきました。この

方向性を継続することで、テクノロジーと人間が手を携え、より安全で快適な世界を創ること

ができる人材が育つと信じています。

　今年度も山形大学や各講師の先生方、山形市内各小中学校等のご協力のもと、各種の事業を

展開し大きな成果を残すことができました。今後とも、本市理科教育の充実・発展に寄与して

いきたいと考えておりますので、ご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。

� 山形市理科教育センター　　　

� 所　長　鈴　木　一　尋　

主体的に思考する人材を育成する必要性
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山形市理科教育センターの事業と成果

１　重点目標

⑴　小学校・中学校教員の研修の充実と指導力の向上
⑵　児童・生徒の理科研究の推進と科学教室の充実
⑶　理科教育センター事務局員等の研修の充実
⑷　理科薬品の管理の指導

２　事業内容

⑴　小学校・中学校教員の研修に関すること

①　小学校理科実践講座
・�３・４年生部会、５・６年生部会の２部会とし、
受講を希望する教員を対象に実施する。事務局員
が講師を務め、指導要領で示された内容の教材を
中心に、教員や児童の苦手に着目して具体的な授
業場面をイメージすることができるようにしなが
ら観察・実験などの実習を行うことで、観察・実
験の技能の向上や指導力の向上を図る。
②　観察実験技能向上講座
・�年間６～７校を対象に、各学校の環境や課題、希
望に合わせて観察や実験の実習を行い、各学校に
おける理科に対する取り組みを推進するとともに、
教員の観察・実験の技能の向上を図る。
③�　理科主任研修会（小中学校ともに職務研修とし
て実施）
・�小学校・中学校理科主任の理科教育推進役として
の意識を高め、授業づくりの資質・能力や観察・
実験技能の向上を図る。また、児童生徒の理科研
究の推進、教材研究のあり方、理科環境の整備・
理科薬品の管理等を中心に研修を行う。
④　野外観察講習会
・�小・中学校の受講を希望する教員等を対象とする。
山形県内にある身近な自然に親しむことを通して、
地域自然等を見る目を養うとともに、地域自然の
教材化、指導方法等を身につけることができるよ
うにする。
⑤　わくわく生き物講座
・�受講を希望する教員を対象とする。小学校で扱う
植物や動物教材の指導のポイントや栽培、飼育の
方法について、体験的な研修を行う。
⑥　理科授業づくり講座
・�小・中学校の理科を担当する教員及び受講を希望
する教員等を対象とする。授業展開案づくりや模

擬授業などの体験的な研修を通して、理科の授業
をつくる力量を高めることができるようにする。
⑦　生活科・総合授業づくり講座
・�小・中学校の受講を希望する教員等を対象とする。
単元や授業展開案づくりなどの体験的な研修を通
して生活科・総合的な学習の時間の授業イメージ
を明確にして、生活科・総合的な学習の時間の授
業をつくる力量を高めることができるようにする。
⑧　授業研究会
・�児童・生徒が問題解決の資質や能力を身に付け、
問題を解決していくことへの自信を高めていくこ
とができるような学習を目指し、授業研究会を通
して授業改善の視点を明確にしながら実践力の向
上を図る。
⑵　児童・生徒対象の事業に関すること

①　児童生徒理科研究作品展
・�日頃の理科研究の成果として、各種標本類及び理
科工作等の作品を中心とした展示会を行う。なお、
優秀な作品を多数出品した学校には学校賞を授与
する。
②　児童生徒理科研究発表会
・�日頃の理科の研究成果を、児童生徒がそれぞれ一
堂に会して発表会を行う。また、優秀な研究を、
「自然の観察」に掲載し、各学校での自由研究の
進め方についての指導に役立てる。
③　科学教育・教室の推進
・�科学への興味・関心を高め、科学研究の推進とそ
の質の向上を目指して山形大学との共催による
「遊ぶ、つくる、学ぶ～おもしろ実験教室～」
（19年目）や出前講座（13年目）を行い、児童生
徒の科学する心を培う。また、児童が続けて５回
参加するサイエンスキッズクラブを行い、科学的
な見方・考え方や観察・実験の技能を育んでいく。
その他に、下学年を対象とした親子科学あそび教
室を行い、科学的な見方・考え方の素地を養う。
④　中学校「科学教室」
・�中文連科学部会と共催しながら、市内各中学校の
科学部の生徒を対象とした合同教室を開催し、実
験、観察を通して科学のおもしろさを実感させな
がら、科学する心を育む。
⑤　理科研究相談会
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・�夏休みに開催し、児童生徒が理科研究を行う場合
の進め方やまとめ方について、事務局員が相談窓
口となり、専門的に相談・アドバイスを行い、理
科研究を進める支援を行う。
⑶　運営委員・事務局員等の研修に関すること

①　理科実践講座の事前学習会
・�実践講座の講師となる事務局員相互の研鑽を行い、
事務局員の指導力の向上を目指す。
②�　山形県理科教育センター協議会総会・事務局員
研修会
・�山形県教育センターを会場にしての４領域の研修
及び総会・研修会等で、専門的技能の習熟を図る。
⑷　理科薬品の管理と処理に関すること

①　理科薬品の管理
・�諸研修会において、理科薬品の管理と取り扱いに
ついての研修を行う。特に、毒・劇物、危険物等
の管理の仕方や徹底を図り、事故の未然防止に努
める。

②　実験廃水の処理等
・�実験等による重金属類を含む実験廃水を、各校よ
り回収のうえ、計画的に適切な処理を行う。
⑸�　理科教育に関する資料の収集・刊行物等に関す

ること

①　理セ「要覧」
②　理セ「年報」（第48号）
③　「自然の観察」（№33）
④　「児童生徒理科研究発表誌」（№66）
⑤　「自由研究の手引き」
⑥　理科実践講座資料
⑦　指導資料等の収集・作成
⑧　観察・実験材料等の配付、備品の貸出し
⑹　その他・会合等

①　運営委員会� ５／18　２／14
②　事務局員研修� ４／13　12／７

３．実 施 内 容

月 日 曜 事　　　　　業　　　　　名 人数 講師、内容・会場等

4 13 木 山形市理科教育センター事務局員研修会① 10 運営計画・役割分担
22 土 おもしろ実験教室①事前研修会 11 学生指導事務局員（加藤、眞﨑）

5

6 土 おもしろ実験教室① 42 超低温の世界のふしぎ
10 水 県理科教育センター協議会総会 18 事業計画、役員改選等

11 木 わくわく生き物講座 21
モンシロチョウの飼育、簡易的な
植物栽培法、双眼実体顕微鏡の使
い方

13 土 サイエンスキッズクラブ① 22 実験器具を使いこなせるようにな
ろう

18 木 山形市理科教育センター運営委員会① 8 運営方針、年間計画
27 土 おもしろ実験教室② 25 顕微鏡を作って観察しよう

6

1 木 小学校理科主任研修会 35 理科室経営、実験演習
3 土 子ども天文教室 60 やまがた天文同好会
8 木 中学校理科主任研修会 16 山形市内地層見学

10 土 サイエンスキッズクラブ② 22 顕微鏡を使いこなせるようになろ
う

14 水 県理科教育センター事務局員研修会 24 情報交換、教材研究等　県教育セ
ンターにて

25 日 宮浦小ＰＴＡ行事（小４）出前講座 56 くるくるシャボン玉、スライムづ
くり

7

1 土 おもしろ実験教室③� 29 スライムを作って遊ぼう

8 土 サイエンスキッズクラブ③ 20 きまりを使ってたのしいものづく
りをしよう

22 土 サイエンスキッズクラブ④ 23 水溶液の不思議をさぐろう
27 木 西部公民館出前講座 69 吹きごま、空気砲
28 金 野外観察講習会 14 志鎌節郎先生、月山
29 土 夏休み理科研究相談会 15 相談と助言
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月 日 曜 事　　　　　業　　　　　名 人数 講師、内容・会場等

8

1 火 江南公民館出前講座 21 ペットボトルロケット

3 木 小学校理科実践講座 31 ３・４年部会
31 ５・６年部会

5 土 中央公民館出前講座 31 超低温の不思議
8˜9 火、水 事務局員現地研修会（尾瀬） － 台風のため中止
10 木 元木公民館出前講座 4 ペットボトルロケット
17 木 元木公民館出前講座 72 紙飛行機、やじろべえ
23 水 観察実験技能向上講座（山東小） 18 月と太陽、ふりこの動き
26 土 サイエンスキッズクラブ⑤ 23 火山のお話

9

7 木 児童・生徒理科研究作品展審査会 11 金賞・学校賞審査
8˜10� 金˜日 児童・生徒理科研究作品展（10日表彰式） 1521 霞城公民館講堂
12 火 小学校児童理科研究発表会実行委員会 12 運営計画
30 土 おもしろ実験教室④ 35 化石採集に行こう

10

25 水 放課後子ども教室（山東小） 11 ワイヤーやじろべえ
26 木 理科授業づくり講座 12 山形大学：今村哲史教授
27 金 放課後子ども教室（山一小） 30 ワイヤーやじろべえ
28 土 親子科学あそび教室① 31 とばして遊ぼう
28 土 おもしろ実験教室⑤事前研修会　 10 学生指導事務局員（渡邊）
31 火 放課後子ども教室（大曽根小） 22 ワイヤーやじろべえ

11

4 土 おもしろ実験教室⑤　 30 科学マジックグッズ
15 水 中学校生徒理科研究発表会 150 学習センター・霞城公民館
22 水 小学校児童理科研究発表会 701 山形市立南沼原小学校
25 土 親子科学あそび教室② 33 音で遊ぼう
30 木 生活科・総合授業づくり講座 23 実践発表：山大附小�神保教諭

12

１ 金 観察実験技能向上講座（みはらしの丘小） 8 すがたをかえる水、ふりこの動き
２ 土 おもしろ実験教室⑥ 18 光で遊ぼう
3 日 中学校科学部　プログラミング講座 10 講師：霞城学園高等学校　齋藤先

生
7 木 山形市理科教育センター事務局員研修会② 9 反省と来年度に向けて
9 土 西部公民館出前講座 9 磁石で遊ぼう

1

6 土 おもしろ実験教室⑦事前研修会 9 学生指導事務局員（田口）
13 土 おもしろ実験教室⑦ 15 電池をつくろう
26 金 放課後子ども教室（山一小） 29 ベンハムゴマ
27 土 親子科学あそび教室③ 36 空気で遊ぼう
27 土 おもしろ実験教室⑧事前研修会　 11 学生指導事務局員（工藤）
30 火 放課後子ども教室（大曽根小） 15 ベンハムゴマ
31 水 放課後子ども教室（山東小） 8 ベンハムゴマ

2

3 土 おもしろ実験教室⑧ 14 静電気の不思議
3 土 西部公民館出前講座 9 静電気で遊ぼう
10 土 親子科学あそび教室④ 22 電気で遊ぼう
14 木 山形市理科教育センター運営委員会② 10 反省と来年度に向けて
17 土 東部公民館駄菓子屋学校出前講座 30 スーパーボールづくり
24 土 親子科学あそび教室⑤ 50 磁石で遊ぼう

3 11 土 江南公民館出前講座 20 静電気で遊ぼう

４．主な事業の成果

⑴　わくわく生き物講座

　講座の初めに、学習指導要領を用いて小学校にお
ける飼育栽培の意義を確認した。その後、教室内で

簡易的に栽培できる方法を提示し、実際にプラス
チックコップの鉢にコマツナの種を蒔いた。それ以
外にもモンシロチョウの観察方法の情報提供や生き
たまま生物や卵を観察できる双眼実体顕微鏡の使い
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方の実習などを行った。水で戻す椰子由来の土を実
際に使用してコマツナの鉢植えをしたり、ミジンコ
や卵の観察をしたりしたことで、すぐに授業で実践
できると好評であった。実際に授業でモンシロチョ
ウの観察を行った先生から連絡をいただくなど、実
質的な講座となった。今年度は低温のため苗や卵の
準備が間に合わず、大変苦労した。苗や卵は、後日
連絡を差し上げ、必要な方に取りに来ていただいた。
⑵　野外観察講習会

　野外観察講習会は、山形県内にある身近な自然に
親しむことを通して、地域自然等を見る目を養うと
ともに、地域自然の教材化、指導方法等を身につけ
ることをねらいとしている。自然観察指導員の志鎌
節郎氏に講師をお願いし、月山の高山植物の観察を
行った。西川町姥沢から入山し、姥ヶ岳山頂を経て、
月山山頂までのコースを歩きながら、30種類近いさ
まざまな高山植物についての説明を伺った。途中リ
フトを利用したものの雪渓もあり、なかなかハード
な行程であった。そんな中、参加者みんなで声を掛
け合いながら登山をしたことで、大変な一体感の生
まれた一日となった。途中で撮影した写真をデータ
化し、参加した先生方にメールで送付し、活用して
いただけるようにした。
⑶　理科主任研修会（小・中学校別）

①　小学校理科主任研修会
　本研修会は、理科主任の理科教育推進役としての
意識を高め、授業づくりの資質･能力や観察・実験
技能の向上を図ること、児童生徒の理科研究の推進、
教材研究のあり方、理科環境の整備・理科薬品の管
理の在り方等を研修する機会となっている。理科主
任の役割を明確化するために「理科室経営」と「校
内研修」の観点で確認した。「理科室経営」では、
環境整備、安全性の確保、薬品の管理の３点に重点
を置き、チェックリストでの校内状況の確認や環境
整備の具体的な方法と整備の必然性についての研修
を行った。「校内研修」の観点では、普段あまり使
用されていない双眼実体顕微鏡での観察を行った。
プレパラートを作らずに観察できることやデジタル
カメラと併用して記録をとることができることなど
を実践し、各校での実際の観察に役立てたいという
声が聞かれた。
②　中学校理科主任研修会
　小学校同様、「理科室経営」と「校内研修」の観
点で研修を行った。「理科室経営」では主に薬品の

管理と台帳の整備について、確認を行った。「校内
研修」の観点では、昨年度に引き続き、山形大学地
域教育文化学部の大友幸子教授を講師にお招きし、
地質学の研修を行った。今年度は市内各地の巡検を
行った。様々な場所の地層や岩石の観察をしながら、
地質図の見方や山形市の地層の成り立ち、特徴的な
岩石などについて学んだ。最後に学校で展示できる
ように、採集した岩石で標本を作製した。図鑑や市
販の岩石標本と比較しても区別できないような岩石
もあり、実際に大友先生に同定していただくことで、
より正確にそれぞれの特徴をつかむことができた。
作製した標本をもとにすれば、学校周辺の岩石の同
定にも役立ち、非常に有意義な研修となった。
⑷　理科実践講座（学年部別研修会）

　今年度も午前に中学年講座、午後に高学年講座を
実施した。中学年講座では、第３学年は「電気の通
り道」と「磁石の性質」、第４学年は「もののあた
たまり方」の単元についての研修を行った。高学年
講座では、第５学年は「電磁石の性質」、第６学年
は「水溶液の性質」の単元についての研修を行った。
　各学年とも小学校と中学校の事務局員１名ずつが
１講座を担当し、同じ単元について教材の提示や中
学校での学習とのつながりなどについての説明や中
学校で実際に行う実験などを行った。実際に教材づ
くりを行ったり、普段使わないガスバーナーや電流
計などの器具を扱ったり、薬品の調整やその薬品を
用いた実験をしたりと学年毎に工夫された講座内容
であった。同じ学年を担当する事務局員同士で事前
研修を行ったことで、研修内容につながりがあり、
内容の濃い研修会になった。参加した先生方にとっ
て実際の授業で活用できる教材や実験技能を習得で
きる機会であると同時に、研修のための教材研究と
先生方に指導する経験は事務局員の指導力向上にも
大きく寄与していると考えられる。
⑸　理科授業づくり講座

　小・中学校の理科を担当する教員及び受講を希望
する教員等を対象とし、ワークショップ形式で授業
展開案づくりを行い、より探究的な理科の授業づく
りを目的に研修を行った。今年度も山形大学大学院
今村哲史教授を講師にお招きし、指導・助言をいた
だいた。今回はエネルギー概念をテーマに据え、第
３～６学年における「電気分野」の単元に特化して
研修を進めたことで、１授業で終わらず次時につな
がる課題が見つかる授業展開や他学年の学習との系
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統性が見られる内容になった。今村先生の助言を受
けて、探究的な学びとはどういうものかを多角的に
とらえることができていた。教材開発に偏らない
「学習過程を重視した授業づくり」をねらいとした
本講座は、山形県で取り組んでいる探究型学習と新
学習指導要領の改訂を考え合わせても、非常に有意
義な取り組みになったと思われる。
⑹　生活科・総合授業づくり講座

　附属小学校　神保諒一先生から単元「ビー玉の大
冒険」の実践発表をしていただいた。その後、６グ
ループに分かれ、実践と同じビー玉を教材にしてグ
ループ独自の単元構想を話し合った。ワークショッ
プを終えてグループごとの発表を聞く中で、同じ教
材を用いても活動内容や終末の形に幅があることを
実感できていた。神保先生の豊富に写真を取り入れ
た発表や、ワークショップにより生活科の魅力を再
認識したという声や単元構成のしかたが分かったと
いう声が聞かれた。また普段できない情報交換がで
きたことで自分自身の幅が広がったという方もいて、
より実践的な講座となった。
⑺　観察実験技能向上講座

　今年度は東小とみはらしの丘小の２校で実施させ
ていただいた。理科主任と事前に電話等で内容や準
備物の打ち合わせをし、それぞれの希望に添って２
学年分の単元にかかわる実験技能向上のための講座
を行った。実際の授業で役立てていただくためにで
きるだけ実施校にある実験用具を用いて実験を行っ
た。またふりこなどは身近なものを用いた簡易的な
装置を提示し、授業で活用できるよう各校に提供し
た。みはらしの丘小では実験技能に加え、予想や考
察のさせ方、児童から出た意見を次時の課題につな
げる方法などについても提案できるように、模擬授
業形式で講座を実施した。先生方や学校ごとの要望
に最も適切な形で応えられる講座であると実感した。
今後もより多くの学校で実施できるように工夫しな
がら、継続していきたい。
⑻　山形市児童生徒理科研究作品展

　今年度で児童生徒理科研究作品展は第58回を迎え、
市内小学校から213点、中学校から59点、合計272点
の作品が寄せられた。研究部門が45点、理科工作部
門が227点であった。来場者は、３日間で1521名。
壊れやすい作品や扱いが難しい作品には注意書きを
つけ、適宜、事務局員が実演してみせるなど丁寧な
作品観賞に協力いただいた。そのため、落ち着いた

雰囲気の中で、じっくり観賞する方達が多く見られ
た。作品の傾向としては、今年度はプログラミングに
よって動く工作が多く見られ、審査の際にも話題と
なった。また生活の中の不便さを改善するために工
夫した道具や身近なものを使って単純だが誰でも楽
しめる工作などもあり、作品の幅が多岐にわたった。
⑼　児童・生徒理科研究発表会

　小中学校ともに66回を迎えた伝統のある研究発表
会である。小学校は144題、中学校は62題の研究発
表が行われた。小学校は、山形市立南沼原小学校を
会場にして５年目の実施となる。安全上の配慮によ
り、今年度は役員、保護者共に駐車場をあかねヶ丘
陸上競技場としたが、運営面での問題はなかった。
中学校では、山形市総合学習センター及び霞城公民
館を会場に行った。参会者も含めると小学校で700
名余り、中学校で150名を越える人たちで賑わう盛
会となった。発表では、実物の提示や実際にその場
で実験をしたり、実験の様子を動画で撮影して見せ
たりと、見る人に分かりやすく伝えることを心がけ
ている児童・生徒が多く見られ、見応えのある発表
会となった。
⑽　子ども科学教室

　山形大学と共催で行っている「おもしろ実験教
室」も19年目を迎えた。山形大学で４回、当セン
ターで４回、計８回実施している。当センターで行
うときは、当センター事務局員の指導のもと事前研
修を行い、山形大学の学生が児童生徒に指導を行っ
た。特に液体窒素を使った「超低温の世界」が人気
である。
　５回の連続講座である「サイエンスキッズ」にお
いては、参加児童に科学的な見方や考え方の高まり
が感じられた。毎回、ふり返りの時間も設け、つな
がりの中で成果をあげている。
　霞城公民館との共催事業である「親子科学遊び教
室」は年間５回実施し、広い講堂を利用した様々な
実験を行うことができた。山形大学の学生スタッフ
も参加し、子ども達の支援を行った。科学工作など
を通して、親子や参加者同士がふれ合う温かい雰囲
気の時間となった。
　公民館や放課後子ども教室などへ出向いての出前
講座は、主催者の要望に合わせた内容で、計16回実
施した。多くの子ども達が参加し、科学の不思議さ
や魅力、ものづくりのおもしろさに触れる機会と
なった。
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小 学 校 理 科 主 任 研 修 会

１．日　時　平成29年６月１日（木）
２．場　所　山形市総合学習センター科学研修室
３．講　師　山形市理科教育センター
　　　　　　浅野　祥子指導主事
４．参加者　山形市内小学校理科主任　35名

５．内　容

⑴　理科主任の役割について
⑵　教具の紹介　双眼実体顕微鏡の使い方

６．研修の概要

⑴　理科主任の役割

①　理科室経営
・環境整備
・安全性の確保
・薬品台帳の整備

②　校内研修
・�観察・実験の技能向
上
・子どもの問題解決

①理科主任としての理科室経営
【理科室の環境整備】

・棚の固定
・ガス検知器の整備
・棚の整理
・机周りの整備
　水道のホース…�水がとびはねないようにする　

火が燃え移った時消火するため
　班ごとの台ふき…�こぼれた薬品をふきとるため

火が燃え移った時消火するた
め

【理科室の安全性の確保】
　子ども達が実験をしている絵を見て、危険だと思
われることを指摘し話し合った。
→�教師は、常に危険に気付く目をもち、子どもに声
がけを行うことが大切であると確認した。

〈チェックリスト〉
□①　薬品庫に鍵をかけている。
□②　薬品庫の鍵の置き場所が決まっている。
□③　マッチは鍵のかかるところに置いている。
□④�　マッチの燃えがらはまとめ、消火を確認し
てから処分している。

□⑤�　実験で使用した酸性やアルカリ性の水溶液
は、中和してから捨てている。

□⑥�　実験で使用した重金属類廃液は、水道に流
さず保管し、正しく処分している。

□⑦　薬品の空き瓶は正しく処分している。
□⑧　理科室使用の約束が決まっている。

→�①～⑧項目すべて、あてはまるように確認するこ
と。

【薬品の管理】

①　「理科薬品の管理と取り扱い」の冊子を用意
②　薬品台帳の準備
・�年度ごとに３回棚卸を行う。理科主任が中心に
なって、みんなですると良い。
・�時期は学校の実態に合わせて。４月、８月、12
月などがお勧め。
・記入の約束を決めておく。
　１．新規購入したら、その人が「受付」に記入。
　２�．瓶を使い切ったときに、使い切った人が
「支出」に記入。

　３�．実験で大量に使用した場合、その単元が終
わったら、授業者が記入。　など

理科の授業を通して

子どもの育ち
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　→�どのような薬品がどれくらいあるのかを、しっ
かり把握できる状態にすること。

　○�不要薬品の回収は、理科センターで行なわない。
年度の終わりに重金属廃液のみ処理希望を受け
付ける。その際、より濃度を高めてだすこと。

②　校内研修
　小学校理科実験技能向上講座
→�各学校の希望に応じて講座を開講している。一昨
年度に、山形市立第一小学校などで実施した。

⑵　教具の紹介〈双眼実体顕微鏡の使い方〉

【双眼実体顕微鏡で観察してみよう】

操作の仕方
①　目の間隔を合わせる。
②　両目のピントをだいたいあわせる。
　→粗動ネジを使う。
③　右目でのぞいてピントを合わせる。
　→微動ネジを使う。
④　左目でのぞいてピントを合わせる。
　→視度調節リングを使う。

→�みたいものを置くだけで、プレパラートを作らな
くても観察できる。

【デジタルカメラを使っての観察】

操作の仕方
①　接眼レンズをのぞいてピントを合わせる。
②�　写したい対象が、まん中にくるように調節す
る。
③�　顕微鏡の接眼レンズとデジタルカメラのレン
ズをぴったりくっつける。

①�　同時に画面をのぞくことができるので、見た
ものはどれなのかを一緒に確認できる。
②　同時に他の児童にも見せることができる。
③　撮影して、後でテレビに写して確認できる。
④�　撮影したものは、デジタルカメラの倍率でさ
らに拡大できる。
⑤　動画で生物の動いている様子が撮影できる。

【観察したもの】
①　メダカの卵
　心臓の動きや血液の流れる様子が観察できた。

②　ツユクサの気孔
③　ケンミジンコ
④　カイミジンコ
　→�観察するものが白っぽい時、ステージを裏返し
て黒い面にすると観察しやすい。

　→�時計皿に入れることで観察しやすくなる。

７．終わりに

　デジタルカメラを利用することで、顕微鏡で観察
したものを簡単に記録に残すことができることを学
んだ。また、動画でも保存することができるので、
理科の授業で有効活用していきたい。

デジカメカメラ利用の良さ
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中 学 校 理 科 主 任 研 修 会

１．期　日　平成29年６月８日（木）
２．場　所　山形市総合学習センター
　　　　　　山形市内各所
　　　　　（隔間場・成沢・馬見ヶ崎・山寺）
３．参加者　市内中学校理科主任等16名
４．内　容

・理科薬品の管理について
・研修に向けた事前学習
・山形市内各地での岩石・地質に関する巡検
・山形市内各地で採取した岩石資料の作成
５．講　師

　　山形大学地域教育文化学部
　　教授　大友　幸子　氏

６．研修の概要

⑴　理科薬品の管理について

　山形市総合学習センター科学研修室において、理
科薬品の管理等の研修を行った。以下、その主な内
容である。
・�理科主任の役割は、大きく分けて２つ。「理科室
経営」と「校内研修」。
・�理科室経営では、特に薬品の管理を徹底する。棚
卸しの時期を決め、定期的に薬品の管理状況を確
認すること。
・�重金属の廃液は濃度を上げて廃棄できるよう、廃
液を入れている容器のふたを開け、蒸発を促して
おくこと。
・�『理科薬品の管理と取り扱い』を必ず手元に置い
ておく。山形市理科教育センターＨＰからダウン
ロードが可能である。
⑵　研修に向けた事前学習

　山形市内での地質巡検研修に向けて、これから現
地で観察する山形市周辺の地形やその成り立ちにつ
いて山形大学地域教育文化学部の大友幸子教授から
説明を受けた。山形市の地質図から盆地を形成する
岩石を読み取り、現在の地質ができた歴史的背景を
学習した。
⑶　山形市内各地での岩石・地質に関する巡検

①　長谷堂隔間場採石場付近での岩石・地質巡検
　山形市総合学習センターをマイクロバスで出発し、
長谷堂隔間場採石場に向かった。はじめに、採石場

の付近に落ちている岩石を採取し観察を行った。山
形市内で砂利等としてよく利用されている岩石は、
この隔間場採石場から運ばれたものであるそうだ。
山形市民にとっては一般的である縞模様がはっきり
見える流紋岩は他県では珍しい岩石であるというこ
とをお聞きした。事前学習において地質図で現地の
地質状況を確認していたことで、その地形のでき方
のイメージを頭に思い描きながら観察することがで
きた。
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　続いて、隔間場採石場近くの水冷破砕岩（ハイア
ロクラスタイト）の露頭に移動し、観察を行った。
水冷破砕岩とは、溶岩が水中で急冷されてできる岩
石の総称である。急冷されたために、角のとがった
ガラス質の岩塊や角礫を多く含む岩石である。水冷
破砕岩をハンマーで砕き、風化していない面を観察
した。

　その後、山形市蔵王成沢にある八幡神社の石鳥居
へと向かった。平安時代末期に造成されたとされる
八幡神社の石鳥居は、日本最古の石鳥居で、龍山の
空清水から採石した凝灰岩でできている。

②　馬見ヶ崎川流域の岩石・地質巡検
　馬見ヶ崎川流域では２カ所で岩石・地質観察を
行った。馬見ヶ崎プールジャバ付近にはデイサイト
の露頭があり、菰張（こもはり）山では火打ち石と
しても使われていたと言われる花崗岩を観察した。

③　山寺の岩石・地質巡検
　観光地でもある山寺は、その特徴的な景観で有名
である。山寺の奇岩怪石と称される特異な景観は立
石寺信仰と深く結びついている。特に特徴的な岩石
の風化穴をタフォニと呼び、山寺層にのみタフォニ
が発達していることが知られている。風蝕による風
化穴が山寺の独特な景観をつくり出していることを
学んだ。

⑷　山形市内各地で採取した岩石資料の作成

　山形市理科教育センターに戻り、採取した岩石を
ベニヤ板に木工用ボンドで貼り付け、岩石資料を作
成した。各学校に持ち帰り、展示している。

７．おわりに

　今回の巡検を通して、私たちの住んでいる山形市
の地質について理解を深めることができた。事前に
資料で学習した後に、実際に現地に赴くことで、実
感を伴った理解が得られることを肌で感じた。生徒
自身が暮らす山形の岩石についての知識が深まり、
非常に有意義な研修となった。
　講師となっていただいた山形大学地域教育文化学
部の大友幸子教授には、感謝したい。
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わ く わ く 生 き 物 講 座

１．期　日　平成29年５月11日（木）
　　　　　　15：00～16：30
２．場　所　山形市総合学習センター
３．目　的

　年度初めに始まる理科の植物栽培や動物の飼育な
どについての研修を実施し、各学校での指導に役立
てる。
４．対象者　市内小学校教諭　21名
　　　　　　講　師　浅野　祥子指導主事

５．研修の概要

⑴　「小学校における飼育栽培の意義について」

　新学習指導要領の確認から行った。

Ｂ生命・地球⑴
ア�　昆虫の育ち方には一定の順序があり、成虫
の体は頭胸及び腹からできていること。
イ�　植物の育ち方には一定の順序があり、その
体は根、茎及び葉からできていること。

となっている。
　そこで、今回は比較的容易に昆虫を観察したり、
植物を育てたりする方法がないかという点に絞って
実技を行うこととした。
⑵　比較的安価で、容易な植物の栽培法の紹介

①　商品名「育てるヤクミ」「育てるサラダ」の紹介
・価格　約500円
・特長　�栽培しやすいように容器・土・種・肥料が

ワンセットになっている。教室で育てるこ
とが容易であり、手軽である。

②　100円ショップを利用しての栽培
・価格　土　150円で　およそ７㍑分
　　　　種　２袋で100円
・特長　�非常に安価に沢山用意することができる。

※�水で戻すとすぐに使えるようになる。

※�プラスチックコップに沢山用意することができる。

※�今回は、コマツナの種を使用。
③　追加情報…モンシロチョウの観察の仕方
・モンシロチョウを５～６頭虫かごに入れる。
・段ボール等をかぶせておく。
・キャベツ等を入れ、光を当てる。
　　↑
これで、卵を産ませることができる。
　　↓　　　　観察の仕方
・カッター等で蛹の糸を切る。
・�色画用紙やフェルト生地に蛹をボンドで貼り付け
る。
・黒板等に設置し観察する。
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⑶　双眼実体顕微鏡を使っての観察

①　各部の名称の確認と使用法について

①�　接眼レンズを眼の幅にあわせる。両目の視
野が一致するようにする。
②�　鏡筒を上下させ、おおまかにピントを合わ
せる。
③�　片目でのぞき、微動ネジを回してピントを
あわせる。
④�　もう片方の眼でのぞき、視度調節リングを
回してピントを合わせる。
⑤　接眼レンズを換え、適当な倍率にする。
⑥�　ステージ板の色は、通常は白を使用する。
透明な物や白い物を観察するときには黒にす
る。

②　広告や身の回りの物の観察
　広告の断片を観察し、実体顕微鏡の使用法につい
て確認した。その様子は単色ではなく、色々なイン
クのドットによって形成されていることが分かった。
また、ハンドタオルやハンカチの繊維が確認できた
ことに感嘆の声が上がっていた。
③　モンシロチョウの卵の観察
　学習センターの畑のキャベツに産み付けられた卵
を観察した。単眼の場合に比較して立体的に見える
ところに歓声が上がっていた。
④　ミジンコの観察
　シャーレに入れて観察することができ、比較的容
易にミジンコが観察できていた。また、接眼レンズ
の部分にカメラを接することによって、容易に多人
数の児童に見せることができることなども紹介され
ていた。

⑷　その他の紹介

①　植物の観察…ビーズジェリーの利用
　100円ショップ等で購入可能なビーズジェリー
（水を入れることで膨らむビーズ）を利用すること
で、根まで観察することができる。また、プラス
チックのコップ等を利用することで簡単に栽培する
ことができる。
②　全国学力・学習状況調査のテスト問題から
・�ホウセンカがしおれている状況で、どうすれば元
気になるかと問われている問題（根に水をかける
という解）に対しては、57.7パーセントの正答率
であったのに対して、ホウセンカの道管の場所を
問う問題に対しては85.8パーセントの正答率だっ
たそうである。このことから、いかに飼育・栽培
活動がおろそかにされているかがわかる。このこ
とを改善することができるのは、一人一栽培とい
うことに尽きるであろう。
⑸　苗等の配布

・�今年は気温が低いということもあり、キャベツの
苗はあまり育たず、ツルレイシの苗に至っては全
く発芽していないという状況であった。そのため、
発芽し、ある程度育ったところで、各校にメール
で連絡をするということになった。
・�研修を終えた後に、学習センターの畑に移動し、
モンシロチョウの卵を探している先生方の姿も見
られた。

６．研修を終えて

　すぐに使える情報の詰まった講義となり、各テー
ブルから聞こえてくる声も有意義であったというも
のが多かった。互いに話し合いのできる時間があっ
たのがよかったようである。
　また、双眼実体顕微鏡を最近は全く使っていな
かったという先生方も多く、実際に手に取り観察し
てみることで、これからは実際の授業で利用してみ
ようという意識が芽生えたようでもあった。
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野 外 観 察 講 習 会

１．日　時　平成29年７月28日（金）
２．場　所　月山
３．講　師　志鎌　節郎　氏
４．参加者　山形市内小中学校教員　14名
５．内　容　月山の高山植物の観察
６．研修の概要

　　７：00　学習センター出発
　　８：15　月山登山口到着
　　８：30　リフト乗車
　　９：40　姥ヶ岳山頂　到着・休憩
　　12：00　月山山頂　到着・昼食
　　12：30　下山　
　　14：15　リフト上駅場到着・休憩
　　14：30　リフト乗車
　　14：50　バス出発　帰路へ
　　16：30　学習センター到着　解散

７．はじめに

　山形市内の小中学校の教員14名が参加し、月山で、
高山植物の観察を行った。バスの移動時は、少し雨
が降っていたがリフトに乗ると雨が上がった。リフ
トからは、ニッコウキスゲが見られた。ユリ科で鮮
やかなオレンジ色の大きな花が特徴である。標高
1400ｍを超え森林限界に入った。リフトを降りると、
曇り空に少しずつ晴れ間が見られた。本講座の講師
である志鎌先生から高山植物の名前や特徴を教えて
いただきながら、楽しく山頂を目指した。リフト上
駅付近には、ナンブタカネアザミがあった。志鎌先
生のお話によると、蔵王にはないアザミだそうだ。
チングルマや東北地方にしかない白い花のヒナザク
ラ、イワイチョウなどが広がる草原を過ぎると、雪
渓が広がっていた。風が吹くと、とても涼しく真夏

とは思えぬ気持ち良さが感じられた。登山道を歩き
始めると分岐が現れ、左側の姥ヶ岳方面の縦走路を
登った。そこからは、息が切れるほどの急な登りが
続いたが、姥ヶ岳山頂（標高1670ｍ）に到着すると、
白い小さな花のミヤマウスユキソウや素晴らしい景
色を見ることができた。ミヤマウスユキソウは乾燥
している場所に生息し、エーデルワイスの仲間だそ
うだ。また、実に羽がないハイマツも観察すること
ができた。姥ヶ岳山頂から牛首分岐点まで約１時間、
尾根沿いに緩やかな下りで、景色や高山植物の観察
を楽しんだ。牛首から山頂までは標高差は約300ｍ
あるそうで、急な傾斜に変わった。やや大きめの岩
がある登山道であるため、しっかりと足場を確認し
たり、休憩をとったりしながらの登山となった。山
頂に到着し、月山神社付近で休憩をしながら昼食を
とったが、曇り空が広がり天候が心配なため早めに
下山をした。また、下山途中でも、志鎌先生に植物
の名前や特徴をたくさん教えていただいた。それら
の一部を紹介する。

８．観察できた植物

　①イワイチョウ②サクラソウ科のヒナギク③ツツ
ジ科のクロウスゴ④イワカガミ⑤チングルマ⑥キタ
ヨツバシオガマ⑦ハクサンボウフウ⑧ハクサンチド
リ⑨ウサギギク⑩ニッコウキスゲ⑪イワオトギリ⑫
キンコウカ⑬ミヤマリンドウ⑭イワショウブ⑮ヒナ
ウスユキソウ⑯ミヤマホツツジ⑰ハイマツ⑱ウメバ
チソウ⑲マルバシモツケ⑳トウゲブキ㉑アキノキリ
ンソウ㉒ショウジョウバカマ㉓ベニバナイチゴ㉔コ
マノツメ㉕ハクサンフウロ㉖ミヤマウスユキソウ
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【イワカガミ】イワウメ科
花期　５～７月　草丈　10～20㎝
　花冠は長さ約２㎝、淡い紅色の漏斗状で先が５裂
し、裂片のふちはさらに細かく裂ける。葉は卵形ま
たは広楕円形。和名は光沢のある葉がカガミを思わ
せることに由来する。

【チングルマ】バラ科
夏期　７～８月　草丈　10～20㎝　
　梅の花によく似た白い５弁の花で、直径２～３㎝。
葉は羽状で小葉は狭い倒卵形、ふちに不ぞろいの切
れ込みと鋸歯がある。花が終わると花柱が長さ約３
㎝伸びて羽状になる。

【ミヤマリンドウ】リンドウ科
花期　７～８月　草丈　５～10㎝
　花は１～５個が茎の上部につく。花冠は青紫で長
さ15～22㎜の筒状鐘形で５裂する。裂片と裂片の間
に狭い三角状の副片がある。茎葉は広披針形～狭い
卵状長楕円形で長さ５～12㎜。高山の湿った草地に
生える。

【ミヤマウスユキソウ】キク科
花期　７～８月
　花頭は４～10個、全体が灰白色。花冠表面に綿毛
が密生する。ヨーロッパでは「アルプスの星」と呼
ばれる、エーデルワイスの仲間。飯豊山から秋田
駒ヶ岳にかけて７つの山だけに分布する東北の誇る
名花でもある。尾根筋の風衝草地に多く見られる。
参考文献　ひと目で見分ける250種
　　　　　高山植物ポケット図鑑　増村征夫
　　　　　月山トレッキング　山形県西川町・月山

９．おわりに

　きれいに整備された木道や長い雪渓を通って、山
頂から下山した。同じ種類の花でも、花が咲いてい
たり、もう咲き終えていたりと場所によって異なっ
ていた。月山では、雪の消え方などで開花時期が変
わってくることも分かった。たくさんの高山植物に
出会い、自然のすばらしさを感じた素敵な研修会に
なった。
　最後に、植物についての詳しい解説をしてくだ
さった志鎌節郎氏に感謝申し上げます。
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小 学 校 理 科 実 践 講 座

理科実践講座《第３・４学年》

１．期　日　平成29年８月３日（木）
　　　　　　9：00～11：30　31名参加
２．場　所　山形市総合学習センター　科学研修室
３．講　師　第３学年　工藤　孝彦（第八小）
　　　　　　　　　　　大木　　緑（第四中）
　　　　　　第４学年　加藤明紀子（鈴川小）
　　　　　　　　　　　杉沼　　健（第九中）
４．内　容

第３学年「磁石の性質、電気の通り道」
実験Ⅰ…豆電球に明かりをつける。

①　ソケットを使って。
※なぜついたか（つかなかったか）を考える。
→説明する（理科的な用語の必要性）

　電気・乾電池・＋極・導線・ソケット・－極
☆つかない要因（ゆるみ、フィラメント、断線）
　�一つ一つ可能性をつぶしていき、原因を突き止
めていくのが科学。
②　ビニル導線２本を使って。
　▲ビニルをむかない
　　剥く（削る）（金属部分を出す）と電気を通す
　　→自分たちで缶を削り出す
　　▲正しくつなげない。
　　電気の通り道の重要性を再確認
　　→回路（輪）になっているか指でなぞる
③　ビニル導線１本を使って。
　◎�これができる子は、回路の意味が分かっている。
応用力がある。

実験Ⅱ…電気を通す物、通さない物を調べる。

　　　　磁石に付く物、付かない物を調べる。

　　　（電気と磁石の共通実験、比較実験）
☆予想を大事に（理由、見通しをもった実験）
・�硬貨と折り紙（金、銀）を使って磁石に付く物、
電気を通す物を調べる。
実験Ⅲ…意外な物が磁石に反応する。

①　紙　幣…竹串に乗せて
②　ぺんてるくれよん…茶色、こげ茶色
③　サクラクーピーペンシル…茶色
☆子ども達が興味・関心をもつためのものづくり

　パクパクワニづくり

〈フェライト磁石２個、棒磁石１本、ワニの絵〉

①　ワニの部品を切り取り、貼る。
②�　ワニの口の中にフェライト磁石を両面テープで
反発し合うように貼る。
「�３年の電気についての学習から中学校の学習内容

へのつながりについて」

　小学校で、電気の通り道についての基礎的内容を
学び、中学２年生の「電流の性質」の分野では、電
流計・電圧計などの測定器具や抵抗器などを用いて、
オームの法則などの電気回路の規則性を学習する。
　実践講座では、中学校の「電流の性質」のまとめ
の内容の、電流計・電圧計などの測定器具を用いて
内部構造のわからない電気回路のつながりを推定す
る「ブラックボックス」と
いう教材を取り扱った。実
際に中学校の授業で実践し
た内容であるので、中学生
の反応と共に、この教材に
ついて紹介したい。
　右図は、ブラックボック
スの電気回路である。教材
は手作で、キッチン用の保存用容器と、抵抗器、電
気を通しやすい釘などを使い、保存用容器のフタの
裏に、抵抗器を回路図通りにハンダでつなぎ、釘を
端子とした。回路のつながりは生徒には見えないの
で、電圧計と電流計、電源装置を用いて、数値的な
根拠から回路を推定させるようにした。「20Ωの抵
抗が、５つつながっている箇所がある。このつなが
りを、電流の大きさをもとに、推定しなさい」とい
う課題である。５つの抵抗器はすべて同じ抵抗（20
Ω）であるので、ＡＢ間やＥＦ間など、１つしか抵
抗器がつながっていない端子では、生徒たちはすぐ
につながりを推定できた。また抵抗器がつながって
いない端子についても推定することができた班が多
かった。生徒達が悩んでいたのは、ＣＤ間やＡＣ間
などの、端子である。抵抗器が２つつながっている
端子では、流れる電流の値はおおよそ２倍になる。
また、ＡＣ間は抵抗器がつながっていないが、ＡＢ
～ＢＤ～ＤＣという回路のつながりから、流れる電
流の値が０にはならない。このつながりを班で話し
合わせ、考えさせることで、電流の性質の内容を理
解しているかを、チェックすることもできた。
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第４学年「もののあたたまり方」

　目には見えづらい現象を、見えやすくするための
実験道具が教科書に紹介されている。そこで、色が
変わっていく様子を実験することにした。
①　サーモインク
　冷たいときは青、温まると
ピンクに色が変化するため、
視覚的に温度変化がわかりや
すい。温める場所を下、真ん
中、上と変えて実験してみる
ことで、温められた水が上に
行くことが実感できる。
　しかし、ガスコンロを使うと、周りの空気も温
まってしまい、温めた部分より下も色が変わってし
まうことがあるので注意が必要である。
②　示温シール
　示温シールを銅板に貼り付けて使用する。サーモ
インクと併用して活用することで、色の変化と温度
変化を関係づけやすくなる。すぐに色が戻るため、
真ん中からや端からなど様々な部分を温めることが
できる。
　しかし、高価であり、焦げやすいため、児童が実
験するには費用がかかると考えられる。
☆手作り示温テープ・示温シール
　温度で色が変わる蛍光ペンを使用することで、示
温テープと示温シールを作ることができる。
示温テープ
①�　1.0㎝×1.5㎝
の和紙に、温度
で色が変わる蛍
光ペンで色を塗
る。
②�　色を塗った和紙をラミネート加工し、20分ほど
冷凍庫に入れておく。
示温シール
　タックシールに蛍光ペンで色を塗り、銅板に貼り、
温める。銅板ごと冷凍庫に入れておくと繰り返し使
用ができ、薄くなってきたら塗り直しをすると問題
なく使用できる。
　身近にあるものを活用し実験することで、科学を
より身近に感じることもあると考える。
〈参考〉「温度で色が変わる蛍光ペンを用いた温感シール・温感シート」

www.ed.kagawa-u.ac.jp/~cst/activity/img/card/oonishi_1.pdf

「�４年　もののあたたまり方の学習から中学校の学

習内容へのつながりについて」

　小学校で銅板、水、空気のあたたまり方を学習す
ることを受けて、中学校で学習する内容の中から単
元「化学変化と原子・分子」で扱う、銅の酸化する
様子を紹介した。また、単元「天気とその変化」か
らは、海陸風、前線のでき方について紹介した。
○銅の酸化について
　銅の酸化の本来の実験目的は、銅と空気中の酸素
が一定の質量比（銅：酸素＝４：１）で結びつくこ
とを見いだすことであるが、ここでは化学変化に
よって物質の色が変化する様子を観察した。この化
学反応式は次のとおりである。
　　　　　2Cu　　＋　　O₂　　→　2CuO
　　　銅（赤褐色）　　��酸素　　酸化銅（黒色）
　銅が空気中の酸素と化合するためには一定の熱量
を与える必要がある。つまり、銅が一定以上あたた
まったところから化学変化が起こる。小学校で学習
したように加熱部分を中心に放射状にあたたまり、
酸化される様子が観察できた。
　実験後には、使用したガスバーナーや三脚、金網
に焦点をあて、金属のあたたまり方を踏まえてどこ
を持って片づけると良いかという点でも小学校の学
習内容がつながっていることを確認した。
○海陸風、前線のでき方について
　あたたかい空気は上昇することにより低圧部が発
生し、そこに空気が流れ込むことで生まれる海陸風
について図を用いて紹介した。あたたかい空気が昼
間には陸側、夜間には海側になることで、風の向き
が変わることを確認した。
　前線は暖気と寒気がぶつかることでできることを、
モデルを用いて確認する方法を紹介した。あたたか
い水と冷たい水をサーモインクで着色し、しきり越
しに容器に入れ、しきりをとった後のそれぞれの水
の動きが前線、前線面を生み出すというものである。
○その他
　次期指導要領では、理科を学ぶことの意義や有用
性を実感するため、日常生活や社会との関連を重視
している。学習内容と日常生活が結びつくような例
として、室内の冷暖房の効果を上げるためのシーリ
ングファンを挙げた。目的に応じて回転の向き、つ
まり空気の流れの向きを変えることができるという
ことを紹介した。
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理科実践講座《第５・６学年》

１．期　日　平成29年８月３日（木）
　　　　　　13：00～15：30　※31名参加
２．講　師　第５学年　渡邊　史子（南山形小）
　　　　　　　　　　　田口　　俊（第六中）
　　　　　　第６学年　朝倉　　諒（大郷小）
　　　　　　　　　　　眞﨑　恵美（第一中）
３．内　容

第５学年　「電流のはたらき」

①　学習指導要領の確認
　ここでの指導にあたっては、電磁石の強さについ
て、導線の巻数を一定にして電流の強さを変えるな
ど、変える条件と変えない条件を制御して実験を行
うことによって、実験の結果を的確に処理し、考察
することができるようにする。
②　電磁石の性質～釣りゲームからの導入～
【釣りゲームのよさ】
〇�魚の重さによって釣れるものと釣れないものがあ
ることから、「電磁石をもっと強くしたいな。」と
いう思いをもつことができる。
〇�手元のスイッチをオフにすることで、「急につか
なくなった。」「おかしいな。」という思いをもた
せ、磁石と電磁石との違いに目を向けさせること
ができる。
〇�簡単な仕組みを目にしながらつくることができ、
学習が終わった後に学んだことを生かして、工夫
してものづくりを行うことができる。
【釣りゲームをつくるときの留意点】
〇�釣り竿を作る際、使用する導線の長さが長くなる
と、抵抗が大きくなり乾電池１個では、電磁石の
強さが弱くなってしまうので、注意が必要である。
また、魚の大きさもしっかりくっつく軽いものと、
釣れそうでつれない重いものを用意するとよい。
③　コイルモーターを作ろう

「中学校で学ぶ電流のはたらき」　

中学２年　単元４「電気の世界」

　　　　　第３章「電流と磁界」　

　中学２年では、電流がつくる磁界、磁界が電流か
ら受ける力、発電機のしくみについて学習する。
小学校の内容で行われた「釣りゲーム」は、電流を
力に変えている装置である点では「モーター」と似
ている。以下に、モーターと電流によってはたらく
力について記載する。　

モーターの原理　

Ａ：整流子…�半回転ごとに電流の流れる向きを逆に
するはたらきがある。

1　図１のとき、流れる電流の向きはａ→ｂ→ｃ→
ｄになっている。辺abは、電流と、磁石のつくる
磁界の影響を受けて、奥向きの力を受ける。
　辺cdは、電流と、磁石のつくる磁界の影響を受
けて、手前向きの力を受ける。
　つまり、コイルは整流子の側からみて時計回りに
回転する。
2　図２のとき、流れる電流の向きはｄ→ｃ→ｂ→
ａになっている。辺cdは、電流と、磁石のつくる
磁界の影響を受けて、手前向きの力を受ける。
　辺abは、電流と、磁石のつくる磁界の影響を受
けて、奥向きの力を受ける。つまり、コイルは整流
子の側からみて時計回りに回転する。
⇒1と2を繰り返すことでコイルは回転し続ける。

「電磁石の性質」の学習が終わったら、
ものづくりをしてみましょう。

①�　乾電池にエナメル線を10回巻いてコイルを作る。
②�　先の部分を切った安全ピンを、消しゴムに立て
る。
③�　磁石を両面テープで、消しゴムに固定する。
④�　ビニル導線で安全ピンと乾電池ケースをつなぐ。
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第６学年「水溶液の性質」

①　授業準備の苦労
　この単元を指導するにあたり、どんな濃度の水溶
液をどのくらいの量、準備すればよいのかを考える
必要があるため、理科の授業に不慣れな教員にとっ
て、実験で使用する水溶液の準備が壁になる。そこ
で今回は、実験に必要な薬品量の計算式の提示と、
代表的な実験で必要な濃度にするための希釈割合を
示し、実際に水溶液の調整を行った。
【実験に必要な薬品量】
試験管１本×実験で使う本数＝全体量
（４ml）×　　（ｘ本）　　＝４ｘ
（例）班で１本、６班の授業の場合は、予備として
２本分多く用意すると考えると
　４ml　×　　　８本　　＝32ml
を準備すればよいことになる。
②　水溶液の調製方法
【リトマス紙を使って性質を調べる実験用】
〇0.2Ｍの濃度にするため、水で60倍に薄めればよい。
【金属を入れたときの反応を調べる実験用】
〇３Ｍの濃度にするため、水で４倍に薄めればよい。
【市販の調整済み薬品】
〇�一般的な試薬と比べて割高ではあるが、授業準備
に苦労する教員にとっては時間的に有効である。
③　金属を溶かしたときに出る泡の正体を調べよう。
　学習指導要領では、塩酸や水酸化ナトリウムの水
溶液に鉄やアルミニウムを入れると「金属が溶けて
気体を発生させる」とだけ記載されている。しかし、
教師の演示実験により、水素という気体について触
れることが可能である。
　今回はシャーレ上のシャボン液にガラス管を通し
て気体を集めることにした。気体の発生には、演示
用に濃度を高めた塩酸とスチールウールを使用する。
シャーレ上にできたシャボン玉にチャッカマンなど
で火を近づけると、音を出して割れる様子を見せる
ことができる。

「中学校で学ぶ気体～水素を中心として～」

中学１年　単元２「身のまわりの物質」

　　　　　第２章「気体の性質」

　中学１年では、「酸素」「二酸化炭素」「水素」「ア
ンモニア」の４つの気体について、①発生方法②集
め方③調べ方④結果（性質）について学ぶ。
〈水素〉� 上方置換法↓
①　亜鉛などの金属にうすい塩酸
②　水上置換法か上方置換法
③　マッチの火を近づける
④�　気体が音を立てて燃える。空
気より軽い。水にとけにくい。
酸素と反応すると水ができる。
　水素の学習をすると、“ものを燃やす

4 4 4

”「酸素」と、
“気体自身が燃える

4 4 4

”「水素」で混乱が生じやすい。
水素はマッチの火を近づけると気体が燃えるのだが、
燃える時の勢いでマッチの火が消えるところに注目
してしまい、「マッチの火を近づけると、消えた。
だから、二酸化炭素！」
と答える生徒が少なくな
い。確認では、試験管の
中に火が入っていく様子
を観察させたい。
� 試験管の下の方を持つと反応が見やすい↑
中学２年　単元１「化学変化と原子・分子」

　　　　　第１章「物質のなり立ち」

　中学２年では、「炭酸水素ナトリウム（重曹）」、
「酸化銀」、「水」を分解して、物質はさらに小さな
粒子（原子）からできているという学習をする。こ
こで、１年で学習した気体の性質を利用して、何が
発生したのかを調べていく。
中学３年　単元１「化学変化とイオン」

　　　　　第１章「水溶液とイオン」

　　　　　第３章「酸・アルカリとイオン」

　中学３年では、まず第１章で塩化銅の電気分解を
行い、１年ではほとんど扱わなかった「塩素」の性
質を学ぶ。次に塩酸の電気分解を行い、「水素」と
「塩素」が発生することを確かめる。
　第３章では、酸性の水溶液とアルカリ性の水溶液
にマグネシウムリボンを入れると、酸性の水溶液か
らは気体（水素）が発生し、アルカリ性の水溶液で
は変化がないことを確かめる。
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理 科 授 業 づ く り 講 座

１．期　日　平成29年10月26日（木）
２．場　所　山形市総合学習センター科学研修室
３．内　容

⑴　理科における探求的な授業について
⑵　ワークショップ
⑶　指導・助言
４．講　師　山形大学大学院教育実践研究科
　　　　　　教授　今村　哲史　氏
５．参加者　市内小中学校教諭　12名
６．研修の概要

　以下の２点をねらいに４グループに分かれてワー
クショップを行った。
⑴�　１単元の中の授業展開を考えることを通し、探
究的な学習につながる授業づくりのヒントを得る。
⑵�　エネルギー概念の学習の過程を把握することで、
各学年でつけるべき力を再確認し、授業内容をよ
り深めることにつなげる。
　これにより、「教科書を教える（教科書の手順通
りに実験を進める）」授業を脱却し、「教科書で教え
る（つけたい力を、教科書を利用して教える）」授
業づくりを目指した。授業では、知識を身につけさ
せるだけではなく、心を育て、見方や考え方を養う
必要がある。そのために、子ども自身に活動させ、
考えさせる授業づくりを模索した。
　参加者はグループごとに、単元内の様々な実験を
行いながら、子ども達の思考がどのように深まるか、
または課題の提示の仕方で、どのような思考の深ま
りを生み出すことができるかなどを検討した。さら
にそこから実験を精査し、材料、実験のさせ方、課
題の提示、導入の工夫などの教材研究を深めながら
授業展開を考えた。それを大判用紙に書き表し、最
後にグループごとにプレゼンテーションを行った。

活動中には、今村先生に各グループをまわっていた
だきながら、互いの考えを出し合い、より充実した
研修を目指した。プレゼンテーションの内容と提案
は以下の通り。
■第３学年「電気の通り道」

実験：電気を通すものと通さないもの
　今までの生活経験をもとに予想させ、実験で検証
させる。その際、空き缶のプルタブのように銀色だ
が電気を通さないものやアルミワイヤーや空き缶な
ど材質が金属だが、表面が塗装されているものを実
験材料に含ませる。その意外性から湧く疑問を解決
するために、やすりで削って実験を行わせ、表面を
けずれば電気を通すことを確認させる。それらの学
習過程の中で電気を通すか通さないかは材質による
ものであり、金属は電気を通すが、金属以外は電気
を通さないことや金属に直接触れなければ電気を通
さないことに気付かせる。

■第４学年「電気の働き」

実験：�２個の乾電池を使い、１個の時よりもモー
ターが早く回るつなぎ方を考える

　導入で乾電池1つの回路を提示し、それよりも
モーターをもっと速く回す方法を考えさせ課題意識
を持たせる。電池を増やすという予想を拾い上げ、
あえて電池２個を並列につないだ回路を見せる。予
想と異なる結果から、電池２個で速く回る方法を考
える意欲を高めさせ、実験に取り組ませる。実験後、
速くなるつなぎ方と速くならないつなぎ方を分類し、
それぞれのつなぎ方の特徴を考えさせ、直列つなぎ
と並列つなぎの違いに気付かせる。またその中で、
電池を２つ使っているのに速くならない並列回路に
ついての疑問を取り上げ、その後の学習につなげて
いく。
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■第５学年「電流の働き」

実験：�コイルの巻き数を変えたときの電磁石の強さ
を調べる

　前時のふり返り、本時のねらいの確認をした後、
課題の予想をさせる。このとき指導者は、電池の数
を変えないように条件を制御する。子ども達から出
てくるのは、巻き数や鉄心の太さなどと予想される。
そこで、その条件に従い実験を行わせる。その際、
変える条件と変えない条件を明確にすることで、よ
り探究的に取り組めると考えた。実験はペアで行い、
二人の平均を結果とする。この結果を全体で共有し、
考察する。より正確な結果を共有し、考察を深めさ
せる。
■第６学年「電気の利用」

　実験：�電熱線の太さによって、発熱のしかたが違
うか調べる

　生活経験から、太い電熱線と細い電熱線ではどち
らがより熱くなるかを予想させる。その上で、実験
方法を選んで実験させる。教材として開発したのは
２種類。１つは示温テープを短冊形に切ったものに
太い電熱線と細い電熱線をのせ、温度変化の様子を
確かめる。もう１つは発泡スチロールを切る時間を
比較する。それらの実験で太い方が熱くなることを
確かめられたら、さらに「なぜ太い方が早く熱く
なったのか？」と問いかけ、探究的な学びを推進す
る。
指導・助言
講　師：山形大学大学院教育実践研究科
　　　　教授　今村　哲史　氏
　始めに理科における探究の過程について説明を受
けた。その後、「エネルギー＝力」という誤概念の
払拭や量的・関係的な視点で捉えさせることが、エ
ネルギーを柱とする領域における探究のポイントで

あることを教えていただいた。また各グループの提
案にも具体的なアドバイスをしてくださり、探究的
な学びをさせるために、授業の中で指導者が逃して
はいけない部分などに気付くことができた。

７．研修を終えて

　エネルギー概念を柱とする学年のつながりが見え
たことで、より「次につながる課題」を意識しなが
ら学習過程を模索できていたと思う。
　試したいことをどんどん出し合いながら試行錯誤
し、子どもの感じ方や思考を想像し探究的な展開の
可能性を話し合っていくという活動は非常に有意義
な時間であった。「難しかった」という声も聞かれ
たが、それこそが本講座の本質であるとも言える。
子ども達に探究をさせるための型はない。探究とは
何かを私たち指導者が学ぶこと、子ども達に探究を
させるためにどんな方法、手立てが考えられるのか
を研究し、子ども達に提供できる引き出しをより多
く持つこと。私たち自身が探究し続けなければ、子
ども達に探究的な学習をさせることはできない。そ
う考えれば、結論のないことを模索するのは難しく
て当然であるように思う。
　よりよい授業になるように熱く語り合ってくだ
さった先生方、充実した講座になるよう準備からア
ドバイスまできめ細かく指導・助言をしてくださっ
た山形大学大学院教育実践研究科�今村哲史教授に
深く感謝申し上げます。
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生 活 科・ 総 合 授 業 づ く り 講 座

１．期　日　平成29年11月30日（木）
２．場　所　山形市総合学習センター
３．研修の流れ

　　14：30～15：45
　　　生活科授業実践発表
　　15：45～16：40
　　　「�（6）自然や物を使った遊び」における探究

的な生活科の授業ワークショップ
　　16：40～17：10
　　　グループからの発表
　　17：10～17：20
　　　�これからの生活科・総合的な学習の時間に向

けて
４．講　師　山形市理科教育センター指導主事
　　　　　　山形大学附属小学校　教諭
� 神保　諒一　氏
５．参加者　市内小学校教諭　23名

６．研修の概要

⑴　生活科授業実践発表

　山形大学付属小学校教諭の神保先生から、まず授
業づくりで大切にしたいこととして、
①�　子どもの「面白そうだな」「やりたいな」を引
き出すこと
②　授業の目的を明確にすること
③　子どもの声を聴くこと
④�　子どもの「やってよかった」「できることが増
えた」という思い
が挙げられた。
　１年生の子ども達が様々な力をもって入学してく
るという説明があった。幼児期の終わりまでに育っ
て欲しい姿として、健康な心と体に始まり、自立心
や共同性に至るまでの10の力がある。これらの力を
身に着けていることを念頭において授業づくりを行
うことによって、小学校段階においてさらに子ども
の力を伸ばすことができることがわかった。
　単元構想の手順が説明された。まずは、子どもに
つけたい力を考える。子どもの姿から見取って、協
同的な力を身につけさせたいとする。そして、つけ
たい力と具体的な活動・内容項目・素材をつなげ、
「ビー玉の大冒険」と単元化するということだった。

　成果として、協同的に学ぶ力がついたことが挙げ
られた。友達のこだわりを知る手立てを講じること
で、イメージを一緒に広げたり、一緒に試行錯誤し
たりする姿が見られるようになることがわかった。
　課題として、以下の３つが挙げられた。
①　雨樋に可塑性がなかったこと
②　グループ活動ありきで始めたこと
③　Myビー玉が試行錯誤を妨げたこと
　①については、牛乳パックや空箱などの加工しや
すいものを材料とすることで、切ったり貼ったり、
穴をあけたり埋めたりという子どもの工夫が発揮で
きるようだ。
　②については、一人ひとりが何かしらの専門家に
なってからチームの活動に向かうことで協同性が高
まることが予想される。
　③については、お試しビー玉を用意することで割
れたり無くしたりする子どもの心配がなくなり、試
行錯誤が活発になることがわかった。
　幼児期に身につけてくる力を念頭において授業づ
くりをすることが必要になってくる。そのためにも、
スタートカリキュラムが生活習慣を円滑に接続でき
る目的のものから、幼児期でつけた力を発揮させる
ものへと変わっていくことが求められていることが
確認できた。
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⑵�　「（6）自然や物を使った遊び」における探究的

な生活科の授業ワークショップ

　６グループに分かれ「（6）自然や物を使った遊
び」における探究的な生活科の授業の構想を行った。
　まず初めに、山形市理科教育センター浅野指導主
事から実践発表をもとにした話し合いの説明があっ
た。単元のテーマを設定後、単元の終末をイメージ
し、導入によって子ども達の思いや願いを生かして
進む方向性を示していく。実際にビー玉を手に取り
遊んでみることで、「ビー玉の大冒険」を例に、単
元計画を作成することができることがわかった。
　次にグループでの授業づくりを行った。まず、大
判用紙の真ん中に、繰り返しの中で学習活動の質の
高まりを表す螺旋を描き、授業の構想を話し合った。
それぞれの考えを出し合うことで、違う視点に気づ
いたり、考えを深めたりすることができた。

⑶　グループの発表

【Ａグループ】
　コロコロ大作戦。ビー玉をホースに通して飛
ばして遊び、「もっと遠くに飛ばしたい」「友達
と競争したい」という思いを引き出し、ゲーム
センターを作るという活動に向かう。

【Ｂグループ】
　ビー玉ころりん。ビー玉１個で遊ばせ、「材料
が欲しい」「遊ぶ道具を作りたい」という思いを
引き出し、みんなで遊ぶ活動に広げる。

【Ｃグループ】
　ビー玉のさんぽ。ビー玉をビニールの上で転
がし、「変な動き」「落とさない工夫」という気
づきや工夫を引き出し、一人の活動から同じ方
向性で集まるグループの活動へと広げていく。

【Ｄグループ】
　ビー玉アスレチック。ビー玉を回したり当て
たりして遊び、「何でもできる」という思いを持
たせ、材料を使って工夫して制作する楽しみや
みんなとつなげる楽しさへと発展していく。

【Ｅグループ】
　ビー玉おもちゃやさん。保育園の子を招待し
てビー玉おもちゃの面白さを教えながら、自分
の成長に気づいていく。

【Ｆグループ】
　ビー玉大しゅうごう。「ビー玉ランドにビー玉
が集まったらどうなるかな」とわくわくする課
題を持たせ、みんなのビー玉が一か所に集まる
ゴールを目指していく。

７．おわりに（参加者の感想より）

・�子どもの願いや思いから生まれていく活動はどん
な終末でも子どもの満足感は高くなるのだと思っ
た。教師のねらいに迫るための支援の難しさを感
じると同時に、様々な先生方の考えを聞くことが
でき勉強になった。
・�「表現することで、自分の学びに気づきが生まれ
る。」といわれています。こうして感想を書きな
がら振り返ると今日の学びに改めて気づいたよう
に思います。
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観 察 実 験 技 能 向 上 講 座

【山形市立東小学校】

１．日　時　平成29年８月23日（水）
２．場　所　山形市立東小学校
３．参加者　18名
４．内　容　第６学年「月と太陽」
　　　　　　第５学年「ふりこの動き」

【山形市立みはらしの丘小学校】

１．日　時　平成29年12月１日（金）
２．場　所　山形市立みはらしの丘小学校
３．参加者　８名
４．内　容　第４学年「すがたをかえる水」
　　　　　　第５学年「ふりこの動き」

◆はじめに

　本講座は、各学校の環境や課題、希望に合わせて
観察・実験の実習を行い、各学校における理科に対
する取り組みを推進するとともに、教員の観察・実
験の技能の向上を図ることをねらいとした講座であ
る。平成26年度より取り組みを開始し、４年目の事
業である。
　大きなねらいは、山形市内の多くの先生方に観
察・実験の経験を増やしてもらい、その技能を向上
させることを通して、理科に対する取り組みの推進
を行うことである。加えて希望する学校で実習を行
うことで、学校にある実験器具の利用例や学校周辺
の環境の生かし方などを知る機会を設け、理科に対
する取り組みの活性化を図ることである。
　今年度取り組んだ２つの学校の具体的な内容を以
下に紹介する。
【山形市立東小学校】

　５年生と６年生それぞれの１単元ずつという希望
に添った実験技能向上のための講座を実施した。
　「月と太陽」の単元では、主に「月の形とその変
化」についての実習を行った。授業を行う際に考え
られる問題点として、その場で実際の月をすぐに見
られないことや児童によって月を見た経験の差があ
ること、宇宙空間の俯瞰的な考え方の場合、自分の
立ち位置が分からなくなることなどをあげ、実際に
東小の理科室を宇宙空間に見立てた模型を作成しな
がら、その対応策を紹介した。その後、発泡スチ

ロール球と理科室にある電球を用いて、月の形がど
のように変化していくかの実験を行った。（下図参
照）

　この実験の場合、変化は非常に分かりやすいが、
個人ごとに見え方が違うために情報の共有が難しい。
そこで次の段階として、月の形の変化を一斉に共有
できる実験と教材を提示した。

　次に５年生「ふりこの動き」の単元の実習を行っ
た。主な内容は「ふりこの１往復する時間」につい
て。まず始めに、ふりこに関する言葉の意味やふり
この性質、中学校とのつながりについて確認のため
の演示実験を行った。その後、６年生の単元と同様
に考えられる問題点を確認した。空気抵抗によって
周期にずれが生じることや実験量が多く時間内で終
わらないことなどを解消するための方法を提示しな
がら、グループ毎に問題点を解消しつつ、児童の興
味関心を引き出すためにどのような導入をすれば良
いか実験しながら話し合った。大変熱心に活動して
いただいたにも関わらず、話し合ったアイディアを
発表し、共有する時間がとれなかったことが心残り
であった。
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【山形市立みはらしの丘小学校】

　４、５年生の内容で、開催時期の12月以降の単元
での内容で行ってほしいという希望があったのでそ
れに沿った講座を実施した。
　第４学年「すがたをかえる水」の内容では、授業
展開の提案を行った。
　具体的には、単元最初の実験１「水をねっしたと
きの、温度のかわり方と水のようすを調べる」の導
入をどうするか。そして実験１のまとめから、実験
２「ふっとうする水から出ているあわを調べる」、
実験３「水をひやしたときの、温度のかわり方と水
のようすを調べる」にどのような学習過程でつなげ
ていくかを提案し、模擬授業形式で実際に実験を進
めた。

　大変興味を持ち、子ども達ならどんな反応をする
かを考えながら熱心に取り組んでくださった。グ
ループ毎に、盛んに意見交換しながら実験する姿が
印象的であった。実
験１では、センター
にある「熱画像イ
メージ放射温度計」
の利用も紹介した。
温度の変化が目に見
えて、インパクトが
強いのが利点である
が、画像が小さく全
員で一斉に見られないという欠点もある。センター
にあるので、興味のある方はぜひご一報を。
　「水と水蒸気の状態変化の実験（実験３）」は、
演示を失敗してしまったが、先生方の工夫で、ある
程度再現性を実証できたので良かった。水蒸気を集
める集め方に問題があったので、ここに記す。演示
では紙コップの上に、ただペットボトルをかざして
しまったため、水蒸気を集める時間が不足した。か
ざすだけならもっと集める時間を長くしなければな

らない。短時間で
水蒸気を集める場
合は、ビーカーに
アルミ箔でふたを
し、中央に穴を開
けてそこにかざす
とよい（右図参照）。
　次に５年生のふ
りこの動きの単元の実習を行ったが、東小の時同様、
始めの実験に時間を取り過ぎてしまい、十分な実験
時間を確保することができなかった。長時間ふりこ
が動くことで生じる誤差による誤った理解をいかに
防ぐかに焦点を置いて、グループ毎の実験を行った。

◆おわりに

　今年度の希望は２校であった。昨年度は０校。各
校とも多忙を極め、時間を確保できない現状にある
と感じる。その中で、夏休みの貴重な最終日に研修
会を実施し、全員参加してくださった東小の先生方、
若手の先生方を中心に校長先生自らも積極的に参加
し、実験してくださったみはらしの丘小の先生方、
校内の忙しい日程を割いて講座を実施してくださっ
たことに深く感謝申し上げます。
　山形市内小学校では、学年があがるにつれ担任外
の教員が理科を受けもつ割合が大きい現状がみられ
る。現在は、そのベテランの先生方が子ども達の理
科の学習を支えてくださっているので、充実した学
習活動が確保されていることが伺える。しかし、10
年を待たずにそうしたベテランの教員が勇退され、
今現在、若手と呼ばれる教員が理科の授業を行うこ
とになったときに、「理科はやったことがない」「実
験器具の使い方がわからない」などの理由で実験や
観察が敬遠され、子ども達にとって充実した理科の
学習が展開されなくなってしまうことが懸念される。
こうした理科に対する苦手意識の多くは経験不足か
らくると考えられる。数年後の山形市の理科教育を
考えたときに、この講座を活用していただくことは
誰もが実験や観察を豊富に取り入れた理科指導がで
きる礎となるはずである。
　内容、実施時間、参加体制なども含めて各校の要
望に応じて実施できることを周知し、「理科は大
変」というイメージを払拭し、多くの先生方に実験、
観察を伴う授業の楽しさを感じていただくよう努力
していきたい。
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小 学 校 授 業 研 究 会

１．期　日　平成29年11月15日（水）
２．場　所　山形市立第一小学校　理科室
３．授業者　山口　雅和　教諭
４．授業より

⑴　単元名　「ふりこのきまり」

⑵　単元の目標

①�　ふりこの運動に興味・関心を持ち、自ら進んで
課題を調べたり、変化の規則性を見出そうとした
りする。（自然事象への興味・関心）　　　
②�　ふりこが１往復する時間の変化を、振れ幅、お
もりの重さ、ふりこの長さと関係づけて考えるこ
とができる。（科学的な思考・表現）
③�　ふりこの長さやおもりの重さ振れ幅などの条件
を制御しながら実験をすることができる。（観
察・実験の技能）
④�　ふりこが１往復する時間は、振れ幅やおもりの
重さに関係なく、ふりこの長さによって変わるこ
とがわかる。（自然事象についての知識・理解）
⑶�　子どもの実態・これまでの学び

　５年生では「植物の発芽と成長」「花から実へ」
といった植物の学習の場面で『条件制御』を念頭に
学習を進めてきている。１つの事を比較する場合は
その一点のみを変えるが、それ以外はそろえるとい
うことについてじっくりと時間をかけた話し合いを
経験してきている。その結果、予想の場面では、既
習内容や生活経験に基づいて理由を添えながら実験
方法を考えることができる児童が増えてきた。
　また、ほとんどの児童はこの学習ではじめて「ふ
りこ」という言葉に接することになり、当然ふりこ
に関する生活経験や知識が少ないとうことが予想さ
れる。ブランコの経験はあっても、それがふりこの
性質をもつ遊具としての見方をしている児童はほと
んどいないであろうし、これらの事象を科学的な視
点で考えたことがある児童はほとんどいないと思わ
れる。そこで、予想や考察の根拠となるような経験
を補う必要がある。その根拠を補うことのできる導
入部分を大事にして、児童の思考がスムーズに進む
ような手立てを考えいかなければならない。さらに、
実感を伴った理解を図るためには、十分な体験活動
に加えて、その後の比較を通した定量的な実験やふ
りこの働きを利用したものづくりを取り入れていく

ことが大切であると考える。
⑷　単元について

　本単元は、振り子が１往復する時間に関係する要
因を予想し、要因となる条件を制御しながら実験の
計画を立て、得られた結果を考察し、「振り子が１
往復する時間は、振り子の長さによってのみ変わ
る」という見方や考え方を見いだすものである。本
単元で扱う実験で制御する条件は、「おもりの重
さ」「振り子の長さ」「振れ幅」の３つである。変え
る条件と変えない条件が整理しやすく、条件制御と
いう考え方の中間の仕上げといった単元であろうと
考える。
　また本実験は、定量的な実験を学び、実験結果の
処理の仕方として、誤差を少なくするために平均を
とることや、全体の傾向をつかむために実験によっ
て得られたデータをグラフにすることなど、実験結
果から規則性を見いだすための基本的な手法を身に
付けさせていく。この時、測定誤差がある実験結果
から、振り子が１往復する時間は、おもりの重さに
よって変わるという結果を導いたり、振れ幅によっ
ても変わるという結果を導いたりする場合も考えら
れる。そこで、同じ条件を調べた他の班の実験結果
や、異なる条件で行った実験結果を比べることを通
して、実証性、再現性、客観性という視点から自分
の考察を見直す必要性に気づくという場面も大事に
していきたいところである。
　さらに、学習の最後には、日常生活の中に見られ
る振り子の原理を利用した物の仕組みを説明させた
りすることを通して、理科を学ぶ意義や有用性に気
付かせていきたい。
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⑸　指導計画（８時間扱い　本時１／８）

①　ふりこと出会う。
②③　２秒ふりこを作る。
④⑤　１往復する時間を変えている条件を探る。
⑥　ふりこの長さを変えていろいろなふりこを作る。
⑦⑧　ふりこの原理を使った楽しいおもちゃを作る。
⑹　本時の学習から

〈本時の目標〉

　はじめて出会うであろうふりこに興味を持ち、ふ
りこを構成する要素に気づくとともに、これから追
求する課題に自然に目を向けることができる。

　初めに、10秒・20秒を心の中で数えて当てるゲー
ムをした。その後、教師がふりこを使って30秒を当
ててみせ、ふりこと秒数の関係について興味を深め
た後、『ふりこを使って30秒をはかろう』という課
題で学習がスタートした。
　ふりこの作り方を簡単に説明した後、糸は縫い
糸・釣り糸など数種類を準備し、自分たちで自由な
長さを切っていき、おもりも鉄・プラスチック・ガ
ラスなど数種類を準備し、班で必要な物を持ってい
くようにした。
　班ごと、いろいろな道具を使って、ふりこを作っ
た。糸やおもりがはずれたりして、作るのに時間が
かかっていた。作り終えると、ふりこを使って動き
を確かめたり、ストップウォッチを使って秒数をは
かったりした。
　その後、実験から分かったことを画用紙に書いて
班ごと発表した。一番話し合いになったことは、一
往復を１回と数えるか、一往復を２回と数えるかと
いう点であった。他には、糸の長さと種類を同じに
して30秒で30往復するふりこを作った班、30往復で
32秒かかるので30秒数えるのに28往復で数えた班の
説明があった。

⑺　事後研究会での話し合いから

〈山口教諭の自評〉

・�ふりこというものはあまりなじみがないので、よ
り多く触れさせたい。
・�一往復する時間は、おもりの素材や重さではなく、
ふりこの糸の長さのみに関係していることに気付
いてほしい。

〈質疑応答・話し合い〉

【今回は、グループによるワークショップ形式で】
視点１【課題の設定について】
・�教師の課題と子どもの課題にズレがあったのでは
ないか。
・子ども達が自分で選べる素材の準備がいい。
・素材が多すぎることが子どもの迷いになっていた。
視点２【交流場面について】
・�３人グループは、操作したり考えたりするのに適
切な人数だった。
・�作る、書くなど、時間がかかる作業が多く、話し
合う時間がとれなかった。
・�いろいろな素材があったことは、今後考える材料
として生かしていきたい。
・話し合う柱がはっきりしていた方がよかった。
⑻　終わりに

　理科の学びについて、論議を深める授業を提案し
てくださった山口先生に感謝申し上げます。
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山形市児童生徒理科研究作品展

１．期　日　平成29年９月８日（金）～10日（日）
２．場　所　山形市霞城公民館　　３階講堂
３．作品数　小学校　213点
　　　　　　中学校　 59点　計272点
４．参加者総数　1521人
５．学校賞

⑴　山形市教育委員会教育長賞
　　みはらしの丘小学校　　第四中学校
⑵　山形霞城ライオンズクラブ賞
　　第八小学校　　桜田小学校
　　附属小学校　　第六中学校
⑶　山形ロータリークラブ賞
　　第五小学校　　第一中学校
６．概要

⑴　はじめに

　今年度で58回目を迎える「児童・生徒理科研究作
品展」が、例年通り、山形市霞城公民館を会場とし
て行われた。各小中学校ともに夏休み中の課題とし
て取り組んだ作品が多く、どの作品も一人一人の思
いの詰まった作品がならんだ。また、制作にはかな
りの時間がかかったと思われる力作揃いで、それを
見に来る子ども達もその思いに応えるように、熱心
に見入っていた。
⑵　部門別・校種別出品数

　出品作品の部門別内訳は、以下の通りである。

小学校 中学校 合　計

研　　究
27 18 45

5 5 10

理科工作
186 41 227

40 6 46

合　　計 213 59 272

� （下段は金賞）
　出品数は、小学校・中学校ともに、例年並みで、
総数も同程度であり、金賞の数も例年並みといえる。

⑶　審査規準（金賞）

◎�作品の内容と研究のねらいが一致していることが
大切。

・�標本については、採集のねらいが明確なものであ
ること。動植物については、採集や捕獲が禁止さ
れているものやマニア的なものは対象外とする。
・�標本の質や美しさだけでなく、学年に応じた研究
作品であること。子どもらしい発想を大切にする。
・�低学年についてはある程度、保護者の手が加わっ
ていても許容する。
・�継続作品については、今年度の研究の成果を重要
視する。ただ単に、ここ数年の研究をまとめなお
したものでないこととする。
・�尚、学校賞は学級数に応じた出品数に対する金賞
の数の割合、作品のできばえを考慮して決定した。
⑷　作品の特徴

①　研究部門
　継続研究によって十分な量の標本をとり、その結
果どのようなことが分かったのかというところまで
丁寧にまとめている作品が目立った。特に、四小三
河さんの「塩の研究」、八小佐藤さんの「油の研究
パート２」、附属小武田さんの「馬見ヶ崎川原と最
上川流域の植物調べ」といった研究がその代表作で
あった。また、標本数に関しては、五小佐藤さんの
「チリモン水族館」や東小田苗さんの「セミしら
べ」は他を圧倒するものであった。
　それ以外にも、見やすく保存しやすいラミネー
ターを利用したものや、動植物の骨格標本など目を
引くものが多数展示された。
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②　理科工作部門
　今年度も、つくりがしっかりしているという点と、
仕組みに工夫があるという二つのポイントが押さえ
られている作品が金賞に選ばれている。今年度の特
徴として、無線で動く作品が増えたということがあ
げられる。高度な知識がないと作れない作品である
が、時間をかけてじっくりと取り組んできたことが
伺える。
　みはらしの丘小の近藤さん「無線型クローラーロ
ボット」は、３年間かけて改良された歩みがノート
に丁寧に記録されており、これまでの作成の過程が
克明に記されていた。

　また、身近なもので作った八小佐々木さんの「じ
しゃくを使った楽しい遊び」や、南小奥山さんの
「おふろわきました」は、発想がおもしろく、独自
のアイディアが光る作品となった。
　中学校の作品の特徴としては、精密に丁寧に作り
上げられた作品が多く、どの作品にもよいこだわり
や思いが感じられ、とても見応えのあるものとなっ
た。
　山形一中の佐藤さんの「水力発電と風力発電の原
理」という作品は、高さ１メートルにも及ぶ大作で

あり、その工作と研究の過程がしっかりと記されて
いる添付資料があり、ただ作るだけにとどまらない、
ねらいをもった研究となっていた。

⑸　終わりに

　今年度の作品展にもたくさんの作品が出品された
が、工作の部門に研究作品が出展されてしまってい
るというものも少なくなく、カテゴリをしっかり見
極めて、出展してもらえるよう働きかけたい。
　動きがおもしろく、楽しい理科工作のため多数の
子どもや保護者が興味を持ってくれる。しかし、
1,500名を越える来場者がいるので、作動しなくなっ
たり、小さな部品が他の作品と混ざったりする場合
もある。大事に見てもらい、きれいなままで作者へ
作品を戻すということも大切にしたいところである。
今年度は当センター事務局員が説明をしたり、演示
をしたりして作品の良さを伝えた。その時に作品観
賞の注意もお願いし、落ち着いた雰囲気で見ていた
だくことができた。
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小学校児童理科研究発表会

１．期　日　平成29年11月22日（水）
２．場　所　山形市立南沼原小学校
３．日　程

⑴　助言者・司会者打ち合わせ会
　　午後１：20～１：40（音楽室）
⑵　開会行事（校内放送）
　　午後１：50～２：00（各教室）
⑶　研究発表
　　午後２：00～３：50（各教室）
⑷　反省会
　　午後４：00～４：45（音楽室）
４．発表題数

学年・分野 部屋数 発表題数 発表者数

中学年 11 64 64

高学年 13 80 80

合　計 24 144 144

５．発表会の概要

　南沼原小学校での開催も５年目となり、これまで
の反省を生かし、改善しながら実行委員と理科教育
センターを中心に準備が進められた。会場校の南沼
原小学校の方々には多大なご協力をいただき、理科
研究発表会の開催をすることができた。
参加する児童や保護者・引率者も、南沼原小学校の
会場に慣れ、移動などもスムーズに行われるように
なった。
　司会者・助言者・発表児童の欠席はほぼ無く、変
更には事前に対応できていた。保護者の駐車場確保
は毎年の課題であるが、今年度もあかねヶ丘の陸上
競技場の駐車場を使用させていただいた。また、今
年度から、会場校での安全確保のために、南沼原小
学校内に駐車場を設けず、司会者・助言者の先生方
にも、あかねヶ丘の陸上競技場に駐車していただく
ことにした。移動に時間がかかり、多少のご迷惑を
かけることとなったが、大きな問題もなく、全員に
時間まで集まっていただくことができた。来年度か
らもこの方向でいくことになりそうである。
　参加児童のタクシーの下車と乗車については、ど
こでどのように乗り降りするのかを事前に各学校に
伝えたことと、これまでの経験で引率の先生やタク

シー会社の方も慣れてきたため、大きな混乱はな
かった。新校舎予定地側にタクシープールを作り、
誘導する人員・配置なども考え、誘導の仕方にも慣
れてきたため、スムーズな乗り降りができた。この
仕組みは今後も継続していきたい。
　発表題数は、中学年11室・高学年13室で行った。
今年度も、高学年の部屋割りは、発表題数に偏りが
出ないように、生物と物象を中学年のように混ぜて
発表会をした。中学年部会と高学年部会の２部会で
行えるため、１室の発表題数は全室７題以内となり、
発表する児童は十分に時間をかけて発表することが
でき、参加している児童も集中して発表を聞くこと
ができた。また、一人一人の児童に時間をかけて助
言をすることで、発表者も満足でき、来年度につな
がる話を聞くことができた。ほとんどの発表会場で
ほぼ時間通りに進行し、終了することができたのも、
余裕のある題数に設定してあった効果であろう。多
くの効果が見られ、問題もないようなので、今後も
この方向で進めていくことになる。

　発表の仕方は年々向上している。発表会終了後の
反省会でも、司会・助言の先生方から、発表の仕方
が上手であること、発表物がとてもよくまとまって
いることなど、各学校での指導が見えたとの報告が
多かった。長年の継続による積み上げの成果ともい
えよう。また、発表内容によっては、研究で使った
器具や研究結果である実物などを実際に提示したり、
実際にその場で実験をして見せたりするなど、聞く
だけではなく、見て触れて体験するタイプの発表な
どもあり、参会者にとって魅力の多い発表会となっ
ている。
　さらに、助言の先生からは、研究内容への着眼点
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研究の進め方やまとめ方などについて、そのよさが
大いに評価されると共に、さらによい研究にするた
めのポイントなども丁寧にアドバイスされていた。
　互いの発表を真剣に聞き入る場面、また、活発に
質疑応答する場面、そして、互いの研究成果に関心
を寄せ合う場面と、和やかな雰囲気の中、発表した
児童はもちろん、参会した児童そして保護者にとっ
ても理科研究の魅力に触れ合う発表会となった。
６．研究内容について

⑴　研究テーマの設定

　中学年では、身の回りの疑問に目を向け課題を設
定し解決していくもの、身近な生きものをじっくり
観察し続けたものなどの研究が多く、学年にあった
テーマを設定している。高学年では、身近な題材を
もとに研究をスタートさせているものもあるが、学
校の学習をきっかけにしているもの、環境に関わる
ものなど、テーマの広がりが感じられる。
　具体的なテーマをあげてみると、中学年生物分野
では、「バッタのジャンプ力？」「カエルの行動のひ
みつについて」など、身近な生きものに目を向け探
究したものが多い。こういった生きものは、中学年
の児童にとって魅力ある題材であることが研究テー
マからもうかがえる。また、物象分野では、「よく
回るこまを作るには」「洗剤の力」「雲の観察」など、
やはり中学年らしいテーマが目についた。
　高学年では、「山形市の水道水」「紙プロペラ実
験」「牛乳を固めるものは何か」など、研究材料や
テーマは身近なものでも、そこから深く追究し、研
究の成果を出してまとめている内容のものが多かっ
た。
⑵　研究の方法

　研究にはたくさんの素晴らしい点があった。
　一つめは、何種類もの実験を行っていることであ
る。「緑の野菜をきれいにゆでるには」の研究では、
塩水の濃度を変えたり、レンジで加熱する時間を変
えたり、ワット数を変えたり、冷却状況を変えたり
と、条件を一つ一つ変え、何度も実験をして結果を
導いている。「糸電話の自由研究」では、糸の種類
を10種類以上準備して実験したり、コップの種類も
10種類以上準備したり、底に空ける穴の大きさを変
えたりと、細かく条件を変えながら実験を重ね、結
果を導いている。
　二つめは、継続して研究を続けていることである。
「蚊にさされない方法　パートⅡ」の研究では、兄

の研究を引き継ぎ、さらに研究を深めている。蚊を
100匹以上捕まえ、自分の体を使って実験している。
どんなにおいを好むのか、様々な方法で追究してお
り、家族みんなで楽しく研究を進めているのがうか
がえる。「水生生物に関係があるのは何か？～馬
見ヶ崎川の水生生物調べ　Part2～」では、川の研
究を続けて３年目となる。今回の研究は３カ月とい
う長い期間をかけて、たくさんの水生生物を捕獲・
観察し、気温・水温・水深・水流・水のきれいさな
ど、様々な条件と水生生物の種類を調べている。そ
して、たくさんのデータを基に、水生生物が、前日
の降水量・水量・川底の様子などに影響されること
を突き止めている。その上で、もっと様々な状況が
水生生物の生息環境に影響しているため、まだまだ
追究すべき課題があることにも気付いている。

⑶　研究のまとめと発表

　まとめ方と発表は、今年度も多くの部屋からプラ
スの評価が聞かれた。また、応援児童も含めて発表
後の質疑や感想発表もとても活発で、互いのよさや
研究に目を向け、共感的な雰囲気の中で発表会が行
われた。発表の仕方をしっかり練習し、聞きやすい
発表にするという点ではある程度のレベルに達して
いるといえる。より分かりやすく、より楽しい発表
会になるように、実物の持ち込みや演示実験の工夫
なども多くなっている。今後も広げていきたい。
７．全体を通して

　今回も、反省会の時に、各部屋から必ず１題以上
の研究を推薦してもらうという形をとり、優秀賞を
決定した。25題の優秀な作品が出そろい、子ども達
を誉める場が増えたことは喜ばしいことである。
　最後に、発表及び参加してくれた児童のみなさん、
ご指導くださった先生方、保護者の皆様、そして、
運営にご協力くださった南沼原小学校の皆様に感謝
申し上げます。
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中学校生徒理科研究発表会

１．期　日　平成29年11月15日（水）　
２．場　所　山形市総合学習センター　及び
　　　　　　霞城公民館
３．参加校　15校（10分科会）　
４．発表題数　62題　（部発表５題）　
５．発表者数　86名　
６．学校別・分野別発表題数　

発　表　題　数 学校別

物理 化学 生物 地学 発表数 部

山一中 0 4 0 0 4 0

山二中 1 1 2 0 4 0

山三中 1 2 2 0 5 1

山四中 1 1 3 0 5 1

山五中 1 0 1 0 2 0

山六中 0 5 0 0 5 1

山七中 0 1 2 2 5 0

山八中 0 1 1 0 2 0

山九中 2 1 1 0 4 0

山十中 3 0 2 0 5 0

金井中 3 0 1 0 4 0

高楯中 1 3 1 0 5 0

山寺中 0 0 1 0 1 0

蔵一中 2 0 2 0 4 2

蔵二中 0 0 0 0 0 0

附属中 3 1 3 0 7 0

計 18 20 22 2 62 5

７．運営について

　山形市総合学習センター及び霞城公民館の講堂・
研修室等を会場に、物理、化学、生物、地学の分野
ごと、10分科会に分かれて山形市中学校生徒理科研
究発表会が行われた。分科会の指導・助言には、市
内各中学校理科担当教諭30名があたった。分科会担
当教諭の司会・進行のもと、部・クラブの発表は第

１室で５題、一般の発表は各室６～７題で分科会が
もたれた。概ねスムーズに進行し、終了時刻に大き
な差は見られなかった。発表者は聞き手を意識して
伝える工夫をしながら発表し、聞き手は自分の研究
と比較したりしながら興味を持って聞いていた。ま
た、進んで質問や感想を発表する姿勢も見られ理解
を深めることができた。
　発表日程は以下の通りである。
⑴　受　付　　　　　　　１：10～
⑵　講師打ち合わせ　　　１：10～１：30
⑶　開会行事　　　　　　１：40～２：00
⑷　研究発表・分科会　　２：15～４：15
　（一人：発表７分・質疑３分程度）
⑸　総括会　　　　　　　４：20～５：10

８．総括会より

　研究発表の後、各分科会から１名ずつ講師が集ま
り、各分科会から推薦された研究題が報告された。
どの発表が研究として優れているかを全員で検討し
教育長賞と優秀賞の受賞作品を決定した。研究テー
マ・内容、発表要項、発表の内容などについてのま
とめは次の通りである。
⑴　研究テーマ・内容について

・�全体を通して、実験・観察に基づいた数値データ
を得て、グラフ化して考察した研究が多く思考の
深まりが感じられた。
・�物理分野では、日常生活の中や、授業で扱われた
内容に疑問を持ち、テーマを設定したものが多く
みられた。研究分野は光、力、浮力、熱、電気及
び磁気など多様であった。
・�化学分野では、食品や、身の回りの化学的な現象
にヒントを得た研究が比較的多かった。条件を制
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御して定量的に実験された研究が多く、繰り返し
て実験して平均を求めるなどしてデータをとって
いる研究がある一方、一度の実験のデータから考
察している研究も見られた。
・�生物分野では、じっくりと時間をかけて観察した
研究が多く、深まりが感じられた。ダンゴムシや
シミコクラゲをテーマにした研究も丁寧に取り組
まれ、わかりやすくまとめられていた。
・�地学分野の塩害についての研究は、６月頃から
データを取りためていたこともあり、深まりのあ
る研究であった。
⑵　発表要項について

・�写真やグラフを単色の印刷でも見やすくまとめら
れているものが多かった。また、文章も発表要項
用に整理しなおされ、要項と発表原稿の区別が
しっかりと行われており、わかりやすくまとめら
れているものが多かった。
⑶　発表内容について

・�発表要項と掲示物を上手に組み合わせた発表が多
くみられた。中には、動画を用いて発表を行う生
徒も見られた。
・�聞き手の生徒達は、真剣に発表を聞き、発表に対
する質問を積極的に行い、他の発表から学ぼうと
する姿勢が見られた。
⑷　その他

・会場図が各階にあり、見学者の混乱はなかった。
・�プレゼンテーションソフトを用いた発表が多く
なってきている。ノートパソコンを適切に配置し、
パソコンの中にはそれぞれの動画を再生できるた
めのソフトを準備するなどの工夫が求められる。

９．受賞作品

⑴　山形市教育委員会教育長賞

・「植物の成長とタンパク質・糖の関係」
　山形市立第三中学校� 科学部
・「生物発電の研究」
　山形市立第三中学校� ２年　鈴木　良効
⑵　山形霞城ライオンズクラブ賞

・「発電方法についての研究
� ～火力発電・風力発電～」
　山形市立蔵王第一中学校
� ２年　今井　憲明・岩渕　康平
・「塩害について　PartⅢ」
　山形市立第七中学校� ２年　土屋友里恵

・「ダンゴムシの研究Ⅱ」
　山形市立第八中学校� ２年　渡邉　　涼
・「ぬれた紙を復活せよ」
　山形大学附属中学校� ２年　刑部　詩音
⑶　山形ロータリークラブ賞

・「ゴムヘリコプターを長時間飛ばすには」
　山形市立蔵王第一中学校� 総合科学部１年
・�「有名な花や木で染色実験～３つの媒染液を使っ
て草木染をして調べる～」
　山形市立第六中学校
� ２年　渡邉　恭平・武田　陽汰
⑷　中文連科学部会賞

・「身の周りにある酵素の性質と働き」
　山形市立第三中学校� １年　山口歩乃佳
・「表面張力の研究」
　山形市立第九中学校� ２年　佐藤　歩実
・「シミコクラゲの生態」
　山形大学附属中学校� １年　安藤　瑛規

10．終わりに

　今年度の発表題数は62題と昨年よりも６題減少し、
クラブの発表も５題減少したが、内容は身近なとこ
ろからテーマを見つけた研究や継続して取り組んで
レベルアップされた研究が多数見られ、質的にも充
実した発表内容であった。
　一方で、参考図書などの資料をもとにして行った
ものもあった。資料と同じ内容を繰り返すのではな
く、ヒントを得て更に深めていくような実験にする
ためにも、出展資料を明記していく必要がある。
　生徒の研究を支えてくださったご家族、指導者の
皆様に敬意を表すと同時に会場設定・運営に全面的
にご協力いただいた理科部会の先生方に、改めて感
謝申し上げます。
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子 ど も 科 学 教 室

１．おもしろ実験教室

　子ども達の自然・科学への興味・関心を高め、科
学研究の推進とその質の向上を目指して山形大学と
の共催で行っている。今年で19年目を迎え、「遊ぶ、
つくる、学ぶ～おもしろ実験教室～」として、８回
実施された。この事業は、山形大学地域教育文化学
部とのフレンドシップ事業であり、ねらいは次の三
点である。
⑴�　児童生徒に科学する楽しさを実感してもらえる
ために、山形大学地域教育文化学部と連携して教
材を開発・研究する。
⑵�　将来教員としての実践的指導力向上のために、
児童生徒とふれあい、実際に指導する機会を設け
る。
⑶�　現場で指導的立場にある事務局員のさらなる資
質向上のために、教材研究や指導法研究を実際的
に深めている。

　山形市理科教育センターと山形大学地域教育文化
学部が協働で企画し、活動している。継続的にその
ような形で取り組んでいるおかげで大学との連携が
密になり、学生への指導がより効果的になっている。
当センターでは学生への事前研究会を土曜日に実施
し、センター事務局員が学生の指導・助言にあたっ
ている。学生に指導することによって教材研究が深
まり、事務局員の指導力向上にも繋がり、まさに協
働的に学び合う機会となり、事務局員と学生の資質
向上につながっている。
　参加している児童生徒は、理科好き、実験好きな
子どもが多く、目的意識を持って参加している。保
護者の方も温かい目で見守り、積極的に活動してい
る様子に満足しているようである。さらに様々な回
に繰り返し参加している児童生徒もおり、「遊ぶ、
つくる、学ぶ」姿に近づいている。自然や科学に興
味を持っている児童生徒が増えてきていると思われ
る。
　今後も山形大学地域教育文化学部との連携をより
密にし、教材開発や指導法などについて協働して進
めていきたい。大学の先生から指導を受けることが
できることは大変ありがたいことであり、教材研
究・開発が深まり、より質の高い活動が期待できる。

平成29年度の実施状況

月日 テーマ 参加人数 場所

5/6 超低温の世界のふ
しぎ

小中
42

理科教育
センター

5/27 顕微鏡を作って観
察してみよう

小中
25 山形大学

7/1 スライムを作って
遊ぼう

小中
29 山形大学

9/30 化石採集に行こう 小中
35

野外
（寒河江市
近郊）

11/4 科 学 マ ジ ッ ク
グッズをつくろう

小中
30

理科教育
センター

12/2 光で遊ぼう 小中
18 山形大学

1/13 身近なもので電池
をつくってみよう

小中
15

理科教育
センター

2/3 静電気の不思議を
体験しよう

小中
14

理科教育
センター

「おもしろ実験教室」学生の声

～アンケートから～
・�紙にタイムスケジュールを書いた方がよかっ
た。
・�子ども達と協力して実験に取り組めたことが
楽しかった。
・�子ども達の学習能力は、私が考えているより
高いと感じた。
・�子どもが自分なりに考察したり、てこの原理
を利用していたりと、考えて行動する姿を見
ることができ、小学生の発想に驚きました。
・�想定外のことを子ども達がやろうとしていた
が、準備をしていなかったので、しっちゃか
めっちゃかで大変なことになった。
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２．サイエンスキッズ

　この講座は単発の実験教室とは異なり、同じ児童
が継続して参加し、科学的な見方・考え方を深め、
実験スキルを高めていくことをめざしている。継続
的に活動することで、理科の授業と同じように科学
的に考えることや共に活動する仲間とのつながりを
大事にする活動である。
　４年生以上の児童24名が、４人ずつ６班に分かれ
てグループを作って活動した。今年度も応募者多数
のため、抽選を行った。学校や学年が違うメンバー
で班編成し、同じ班で活動することによって継続性
を持たせている。子ども同士の関わりや学び合いが
できることも期待している。
　以下の３つの約束を最初に確かめて、毎回確認し
ながら指導し、活動している。

サイエンスキッズは、次のことを大切に活動します
１�　サイエンスキッズは、からだとあたまを精
一杯つかって活動します。
２�　サイエンスキッズは、「なぜ？」「たぶん」
を大切にします。
３�　サイエンスキッズは、いっしょに活動する
仲間を大切にします。

　また、その日のふり返りを記入するときの視点に
もしている。

月日 テーマ及び主な内容

5/13 実験器具を使いこなせるようになろう
・べっこう飴づくりとスライムづくり

6/10 顕微鏡を使いこなせるようになろう
・メダカの卵、水中生物の観察

7/8
きまりを使ってたのしいものづくりをし
よう
・やじろべえ、コイルモーターつくり

7/22
水溶液の不思議をさぐろう
・指示薬の反応　・身のまわりの水溶液
を調べる

8/26 火山の話
・講師：早稲田大学　露木先生

　さらに、各自の目標「わたしのがんばりたいこ
と」を一番始めに考えさせ、記入させている。最後
に、どうなったか振り返るようにしている。
　この事業も山形大学地域教育文化学部の協力を得
ながら実施している。子ども達にとっても、大学生
にとっても、楽しい時間であり、科学に対する興味

関心をより深めることができた。
　「サイエンスキッズ通信」を毎回発行しており、
活動内容と指導者のねらいや思いを発信している。
このことによって、参加させている保護者の理解と
協力が得やすくなっている。初めて行う実験や新し
い友達との交流などもある。その時の子どもの様子
や挑戦していく姿などを通信で発信している。

　子どもの感想から

・�BTB液を使って調べたり、その性質の色を
調べたりして、中性、酸性、アルカリ性を覚
えられたと思います。
・�一番楽しかったのは微生物をさがしたことで
す。理由は微生物をさがしていて、どこにい
るのかを見つけた時にすごくうれしくて
「やった！」と思ったからです。
・�大変だったのは「やじろべえ」で、右側や左
側にかたむくので片側にさらに粘土をつけた
りしたことです。できないときは、その理由
を考えて工夫することが大事だなと思いまし
た。
・�コイルモータでは、普通のモーターに磁石が
はいっていることにびっくりしました。もの
すごく苦戦しましたが、最後に回ったときは、
達成感がありました。

３．親子で体験　科学遊び教室

　霞城公民館との共催事業になって２年目で、５回
とも霞城公民館講堂で行った。本事業は、下学年児
童の科学に対する興味・関心を高め、科学的な見方
や考え方の基礎を養うことを目的としている。
　また、親子が一緒に活動することによって、親子
のコミュニケーションの場を提供している。身近な
材料で、親子が共に楽しく遊べるような内容を考え、
体験的活動を展開している。アンケートの結果から
継続して申し込みをしている親子が回数を追うごと
に増えていることが分かった。今後も下学年児童に
も分かりやすい科学の不思議を伝えていきたい。
　山形大学地域教育文化学部の学生が教育ボラン
ティアとして参加してくれている。学生にとっては、
科学遊びの体験と下学年の子どもへの指導の仕方を
体験できる機会となっている。
　また、霞城公民館からは、会場使用などで協力を
頂いている。
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月日 テーマと内容 参加

10/28 とばして遊ぼう
・吹きごま、ゴム鉄砲の作成 15組

11/25 音で遊ぼう
・グルグルへびの作成など 16組

1/27 空気で遊ぼう
・空気砲の作成など 18組

2/10 電気で遊ぼう
・静電気を使った遊びなど 11組

2/24
磁石で遊ぼう
・磁石を使ったおもちゃづくりな
ど

25組

４．出前講座

　今年度は16回の出前講座を実施した。ほとんど公
民館や放課後子ども教室からの講座依頼であったが、
学年ＰＴＡ活動としての依頼もあった。公民館と学
校を核として地域の子ども達が、科学遊びやものづ
くりなどで理科に興味を持つきっかけになった。当
センター主催の事業では得にくい、友達や家族、地
域の身近な人との交流ができ、出前講座の内容を共
有できる良さがある。また、当センターとしては地
域のニーズを知る機会にもなった。今後さらに、内
容と時期、回数などを再検討し、関係団体と協議し
ながら充実できるようにしていきたい。
　主な活動としては、「スライムづくり」、「ペット
ボトルロケット」、「やじろべい」、「いろいろなコマ
づくり」、「静電気で遊ぼう」などであった。

月日 主な内容 人数

6/25 宮浦小学校ＰＴＡ学年行事スライ
ムづくり　くるくるシャボン玉 56

7/27 西部公民館出前講座
「吹きゴマ」「空気砲」 69

月日 主な内容 人数

8/1 江南公民館出前講座
「ペットボトルロケット」 21

8/5 中央公民館出前講座
「超低温の世界」 31

8/10 元木公民館出前講座
「ペットボトルロケット」 4

8/17 元木公民館出前講座
「紙飛行機」「やじろべえ」 72

10/25 放課後子ども教室（東小）
「ワイヤーやじろべえ」 11

10/27 放課後子ども教室（山一小）
「ワイヤーやじろべえ」 30

10/31 放課後子ども教室（大曽根小）
「ワイヤーやじろべえ」 22

12/9 西部公民館出前講座
「のぼり棒」「くるくる磁石」 9

1/26 放課後子ども教室（山一小）
「コマを回そう」 29

1/30 放課後子ども教室（大曽根小）
「コマを回そう」 15

1/31 放課後子ども教室（東小）
「コマを回そう」 8

2/3 西部公民館出前講座
「静電気で遊ぼう」 9

2/17
東部公民館　駄菓子屋学校
「スーパーボールをつくって遊ぼ
う」

39

3/10 江南公民館出前講座
「静電気で遊ぼう」 20
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◇所　　　長　鈴　木　一　尋

◇運 営 委 員

　委 員 長　佐　藤　友　宏（西山形小校長）　� 委 　 　 員　星　川　仁　一（第六中教頭）

　委 員　渋　谷　和　久（金井中校長）� 　 〃 　　長　沼　政　直（第十中学校主幹教諭）

　　 〃 　　鈴　木　正　彦（山寺小教頭）　　� 　 〃 　　東海林　　　智（西小教諭）

　　 〃 　　津　留　俊　英（山形大学地域教育文化学部准教授）

◇事 務 局 員

　事 務 局 長　浅　野　祥　子（総合学習センター指導主事）

　事務局次長　山　口　雅　和（第一小教諭）　　　　　　

　事 務 局 員　工　藤　孝　彦（第八小教諭）� 事 務 局 員　伊　藤　大　地（第二中教諭）

　　 〃 　　渡　邉　史　子（南山形小教諭）　� 　 〃 　　大　木　　　緑（第四中教諭）

　　 〃 　　加　藤　明紀子（鈴川小教諭）　� 　 〃 　　田　口　　　俊（第六中教諭）

　　 〃 　　朝　倉　　　諒（大郷小教諭）　� 　 〃 　　杉　沼　　　健（第九中教諭）

　　 〃 　　眞　崎　恵　美（第一中教諭）　　� 　 〃 　　柴　田　公　利（理科教育センター嘱託）

山形市理科教育センター組織

〈あとがき〉

　山形市理科教育センター年報第48号をお届けします。今年度も当センターの各事業等に、多くの方々から
ご理解とご協力をいただきましたことに対し、厚くお礼申し上げます。
　今年度初めて事務局長を勤めましたが、分からないことばかりで事務局員の先生方をはじめとする多くの
方々に助けていただきました。そのおかげで、何とか無事１年間の事業を終えることができました。山形大
学からも、講座での講師や科学教室への学生の派遣等、多大なる協力をいただきました。科学教室に何度も
参加し学生達と顔なじみになっている子ども達の様子や、回を重ねるごとに積極的に子ども達にかかわる学
生の様子などを見て、センターでの事業が理科教育振興に大きく役立っていることを実感した１年でした。
また作品展や研究発表会で作品提出のために尽力してくださった先生方、会場を貸してくださった南沼原小
学校の皆様、運営に携わった実行委員ならびに小中理科教育研究会の先生方のおかげで、どの会も中身の濃
いすばらしい会となりました。加えて、先生方対象の各講座・研修会にも多くの先生方に参加していただき
ました。様々な形で参加したり、関わってくださったりした方々にとって少しでも有意義な時間となってい
れば幸いです。
　第２回事務局員会で、今年度の反省を行いました。忌憚なく意見を出し合い、来年度に向けた改善点が明
確になりました。来年度は、再来年度からの中核市移行を見据えた研修の見直しが図られます。より皆様に
とって意義深い研修が行えるようにがんばって参ります。事業運営と年報の発行に際しまして、運営委員と
事務局員の皆様から多くのご支援とご協力をいただき、重ねてお礼申し上げます。




